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材
料
と
し
て
の
『
千
載
佳
句
』

―
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
『
新
撰
朗
詠
集
』

―

宮

武

衛

は
じ
め
に

藤
原
公
任
（
九
六
六
―
一
〇
四
一
）
撰
『
和
漢
朗
詠
集
』
が
、
『
千
載

佳
句
』
を
材
料
の
ひ
と
つ
と
し
て
編
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て

い
る
。
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
研
究
史
に
お
い
て
、『
千
載
佳
句
』
と
の
関
係

に
言
及
す
る
も
の
と
し
て
は
、
柿
村
重
松
氏
『
和
漢
朗
詠
集
考
証
』
（
目

黒
書
店
、
一
九
二
六
年
）
が
早
い
。

（
上
略
）
仮
令
現
在
書
目
に
載
せ
た
る
天
宝
集
、
大
唐
新
文
章
、
秀

句
集
、
詞
林
警
句
集
、
古
今
詩
人
秀
句
、
又
は
今
日
現
存
す
る
大
江

朝
綱
撰
集
の
千
載
佳
句
等
が
果
し
て
朗
詠
集
の
所
拠
と
な
り
た
り
や

（
マ
マ
）

否
や
は
知
る
べ
か
ら
ず
と
も
、
亦
是
種
の
書
籍
が
多
く
将
来
せ
ら
れ

て
、
朗
詠
編
輯
の
材
料
と
な
り
し
こ
と
は
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
な

り
と
す
。

柿
村
氏
は
、
今
日
に
は
伝
わ
ら
な
い
数
多
く
の
典
籍
を
も
『
和
漢
朗
詠
集
』

の
材
料
と
し
て
想
定
し
得
る
と
し
、
『
千
載
佳
句
』
に
つ
い
て
も
「
果
し

て
朗
詠
集
の
所
拠
と
な
り
た
り
や
否
や
は
知
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
よ
う

に
、
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る

（
一
）

。
山
田
孝
雄
氏
「
倭
漢
朗
詠
集
」（
『
岩

波
講
座

日
本
文
学
』
岩
波
書
店
、
一
九
三
二
年
）
は
、
よ
り
積
極
的
に

『
千
載
佳
句
』
と
の
関
係
に
言
及
し
、
両
者
の
部
立
や
漢
詩
句
に
は
重
複

す
る
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
は
『
千
載
佳
句
』
の

大
き
な
影
響
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
見
方
が
現
在
も
支
持
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
材
料
と

し
て
『
千
載
佳
句
』
が
い
か
に
利
用
さ
れ
て
い
る
か
、
ど
の
よ
う
な
取
材

傾
向
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
検
討
が
進
ん
で
い
な
い
。

『
千
載
佳
句
』
は
大
江
維
時
（
八
八
八
―
九
六
三
）
撰
の
詞
華
集
で
あ

る
。
全
体
を
十
五
部
に
分
け
、
そ
れ
を
さ
ら
に
細
分
し
た
二
百
五
十
八
の

部
立
の
も
と
に
、
七
言
二
句
を
単
位
と
す
る
千
八
十
三
首
を
配
す
る
。
日

本
人
の
句
は
収
め
な
い
。
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
は
百
四
十
八
首
が
重
複
す

る
。
『
千
載
佳
句
』
と
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
漢
詩
句
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』

の
漢
詩
句
（
五
百
八
十
七
首
）
全
体
で
は
二
十
五
・
二
％
、
中
国
人
の
漢

詩
句
（
二
百
三
十
四
首
）
で
は
六
十
三
・
二
％
、
中
国
人
の
漢
詩
句
の
う

ち
七
言
二
句
の
も
の
（
百
八
十
四
首
）
で
は
八
十
・
四
％
が
重
複
す
る
。

公
任
が
材
料
と
し
た
可
能
性
の
あ
る
典
籍
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と

は
期
待
で
き
ず
、
ま
た
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
『
千
載
佳
句
』
と
に
お
い
て

重
複
す
る
句
が
右
に
示
し
た
よ
う
に
多
く
認
め
ら
れ
る
と
い
う
事
実
か
ら

は
、
ひ
と
ま
ず
通
説
の
と
お
り
『
和
漢
朗
詠
集
』
が
『
千
載
佳
句
』
を
材

料
と
し
て
成
立
し
て
い
る
と
仮
定
し
、
両
者
の
関
係
性
を
全
体
に
わ
た
っ

て
検
討
す
る
こ
と
が
、
必
要
と
さ
れ
よ
う
。
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小
論
で
は
、
ま
ず
、
従
来
あ
ま
り
詳
し
く
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ

た
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
お
け
る
日
本
人
の
漢
詩
句
の
出
典
に
認
め
ら
れ
る

傾
向
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
と
対
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
中
国
人
の
漢
詩
句
の
出
典
に
窺
え
る
傾
向
か
ら
、
中
国
人
の
漢
詩

句
の
多
く
が
『
千
載
佳
句
』
を
出
典
と
す
る
可
能
性
が
大
き
い
と
い
う
従

来
の
説
を
追
認
し
補
強
す
る
。
つ
い
で
、
そ
れ
を
前
提
と
し
て
、
『
和
漢

朗
詠
集
』
が
『
千
載
佳
句
』
に
い
か
に
依
拠
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
い

か
に
独
自
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
を
、
両
書
に
共
通
し
て
収
録
さ
れ
る

漢
詩
句
が
部
類
さ
れ
て
い
る
部
立
の
観
点
か
ら
改
め
て
検
討
を
加
え
る
。

さ
ら
に
『
新
撰
朗
詠
集
』
で
も
『
千
載
佳
句
』
が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
着
目
し
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
『
新
撰
朗
詠
集
』
と
の
編
纂
方
法
の
違

い
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。
両
書
の
編
纂
方
法
の
違
い
は
、
『
和
漢
朗
詠

集
』
の
読
ま
れ
方
と
い
う
重
要
な
問
題
と
も
関
連
す
る
と
考
え
て
い
る
。

以
下
に
述
べ
る
内
容
は
、
従
来
と
は
異
な
る
観
点
か
ら
、
『
千
載
佳
句
』

・
『
和
漢
朗
詠
集
』
・
『
新
撰
朗
詠
集
』
と
い
う
三
作
品
の
関
係
を
捉
え
な

お
そ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

一

本
論
に
入
る
に
先
立
ち
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
『
千
載
佳
句
』
と
の
関

係
に
つ
い
て
論
じ
た
論
考
に
つ
い
て
整
理
を
し
て
お
く
。
右
に
述
べ
た
よ

う
に
、
近
代
以
降
、
柿
村
重
松
氏
や
山
田
孝
雄
氏
に
両
者
の
関
係
に
つ
い

て
の
言
及
が
あ
る
。
た
だ
し
、
よ
り
詳
細
に
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
。

奥
村
郁
子
氏
「
『
和
漢
朗
詠
集
』

―
『
郭
公
』
を
め
ぐ
っ
て

―
」（
川

口
久
雄
氏
編
『
古
典
の
変
容
と
新
生
』
明
治
書
院
、
一
九
八
四
年
）
・
「
『
和

漢
朗
詠
集
』
の
撰
集
意
識
に
つ
い
て

―
『
蛍
』
を
め
ぐ
っ
て

―
」（
『
高

校
教
育
研
究
（
金
沢
大
学
教
育
学
部
附
属
高
等
学
校
）
』
四
十
三
号
、
一

九
九
一
年
一
月
）
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
郭
公
お
よ
び
蛍
の
部
立
に
収

め
ら
れ
る
漢
詩
句
の
一
部
が
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
で
は
原
詩
の
意
味
と
は

異
な
っ
た
意
味
で
解
釈
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
部
類
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
論
じ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
『
千
載
佳
句
』
で
は
原
詩
に
照
ら
し

た
と
き
に
適
当
と
考
え
ら
れ
る
部
立
に
部
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意

し
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
撰
者
で
あ
る
公
任
は
、
あ
え
て
原
詩
の
解
釈
か

ら
外
れ
た
部
立
に
部
類
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
。
さ
ら
に
、『
千

載
佳
句
』
が
中
国
の
類
書
の
よ
う
な
方
法
で
編
纂
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
『
千
載
佳
句
』
の
編
纂
方
法
に
ま
で
言
及
し
た
も

の
と
し
て
、
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。

三
木
雅
博
氏
「
『
和
漢
朗
詠
集
』
上
巻
四
季
部
の
構
成

―
先
行
詞
華

集
と
の
関
連
に
お
い
て

―
」
・
「
『
和
漢
朗
詠
集
』
下
巻
雑
部
の
構
成

―
先
行
詞
華
集
と
の
関
連
に
お
い
て

―
」
（
注
（
一
）
前
掲
『
和
漢

朗
詠
集
と
そ
の
享
受

増
訂
版
』。
初
出
『
和
漢
朗
詠
集
と
そ
の
享
受
』
勉

誠
社
、
一
九
九
五
年
）
は
、
百
十
五
部
立
か
ら
な
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
の

部
立
名
が
い
か
に
し
て
生
み
出
さ
れ
た
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
原
理
に
よ

っ
て
部
立
が
配
列
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
『
千
載
佳
句
』
や
『
古
今

和
歌
六
帖
』
、
先
行
の
勅
撰
和
歌
集
な
ど
と
の
比
較
に
よ
っ
て
詳
細
に
検

討
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
上
巻
（
四
季
部
）
に
つ
い
て
は
、

各
季
節
の
前
半
部
に
位
置
す
る
歳
時
の
部
立
（
立
春
・
早
春
・
春
興
な
ど
）

は
『
千
載
佳
句
』
四
時
部
の
各
季
の
配
列
に
基
本
的
に
は
依
拠
し
つ
つ
、

そ
こ
に
『
古
今
和
歌
六
帖
』
歳
時
部
の
節
日
（
行
事
）
の
部
立
を
組
み
入

れ
て
い
る
。
後
半
部
に
位
置
す
る
景
物
の
部
立
（
鶯
・
霞
・
雨
な
ど
）
は
、

先
行
の
勅
撰
和
歌
集
に
お
け
る
歌
群
の
構
成
に
お
お
む
ね
依
拠
し
て
い
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る
。
下
巻
（
雑
部
）
に
つ
い
て
は
、
上
巻
で
も
依
拠
し
て
い
た
『
千
載
佳

句
』
や
『
古
今
和
歌
六
帖
』
の
要
素
が
混
在
し
、
そ
こ
に
勅
撰
和
歌
集
の

部
立
の
配
列
を
も
す
べ
り
こ
ま
せ
て
い
る
と
い
う
。

こ
こ
に
取
り
上
げ
た
奥
村
氏
・
三
木
氏
の
論
考
は
、
い
ず
れ
も
『
千
載

佳
句
』
と
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
研
究
と
し

て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
奥
村
氏
の
論
考
は
ふ
た
つ
の
部
立
を

中
心
に
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
『
千
載
佳
句
』
と
『
和
漢
朗
詠
集
』

と
の
関
係
に
つ
い
て
、
全
体
に
わ
た
っ
て
検
討
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
三
木
氏
の
論
考
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
部
立
の
構
成
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
、
両
者
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
詩
句
の
意

味
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
い
ま
だ
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
小
論
で
は
、
こ
れ
ま
で
深
く
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
両
者
の
関

係
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
。

二

『
和
漢
朗
詠
集
』
か
ら
和
歌
、
日
本
人
の
漢
詩
句
、
『
漢
書
』
・
『
摩
訶

止
観
』
や
詩
序
な
ど
の
散
文
、
作
者
や
出
典
が
判
然
と
知
ら
れ
な
い
賦
、

さ
ら
に
『
千
載
佳
句
』
お
よ
び
『
白
氏
文
集
』
所
収
の
漢
詩
句
を
除
く
と
、

四
〇
四
・
五
一
四
・
五
二
三
・
五
五
六
・
五
七
八
・
六
八
三
・
七
〇
六

・
七
七
三
・
七
八
九
・
七
九
〇
の
十
首
（
『
千
載
佳
句
』
所
収
の
人
物
に

よ
る
作
品
に
は
傍
線
を
付
し
た
）
が
残
る
に
過
ぎ
な
い

（
二
）

。
つ
ま
り
、

こ
の
十
首
を
例
外
と
し
て
、
そ
の
ほ
か
の
中
国
人
の
漢
詩
句
は
、
す
べ
て

『
千
載
佳
句
』
お
よ
び
『
白
氏
文
集
』
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
は
公
任
が
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
入
集
さ
せ
る
漢
詩
句
を
撰

ぶ
に
あ
た
り
、
『
千
載
佳
句
』
に
多
く
依
存
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示

す
も
の
と
い
え
よ
う
。

『
千
載
佳
句
』
は
日
本
人
の
漢
詩
句
を
収
め
な
い
か
ら
、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
日
本
人
の
漢
詩
句
は
、
『
千
載
佳
句
』
と
は

一
致
し
な
い
。
で
は
日
本
人
の
漢
詩
句
は
、
ど
の
よ
う
な
文
献
を
出
典
と

し
て
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
か
。い
さ
さ
か
迂
遠
な
方
法
と
も
思
わ
れ
る
が
、

日
本
人
の
漢
詩
句
の
出
典
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
人
・
日
本

人
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
詩
句
の
出
典
と
し
て
撰
者
の
公
任
が
依
拠
し
た
文
献
が

ど
の
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
か
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

う
。
ま
ず
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
所
収
の
漢
詩
句
の
う
ち
、
同
一
の
原
詩
の

複
数
箇
所
か
ら
摘
句
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
『
和
漢
朗
詠
集
』
で
は
異
な
っ

た
部
立
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
対
象
と
し
て
考
察
す
る
。
な
お
、
同

一
の
部
立
内
に
、
同
一
の
原
詩
か
ら
複
数
の
句
が
連
続
し
て
摘
句
さ
れ
て

い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
明
確
に
特
徴
が
窺
え
る
の
で
後
で
別
に
検
討
す

る
こ
と
と
し
、
次
に
示
す
一
覧
に
は
含
め
な
い
。

公
任
が
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
を
編
む
に
あ
た
っ
て
漢
詩
句
の
原
詩
の
主

題
に
よ
っ
て
分
類
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
、
同
一
の
詩
の
あ
る
部
分

は
部
立

に
、
あ
る
部
分
は
部
立

に
、
と
い
う
よ
う
に
分
載
し
て
い
る

A

B

事
実
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
同
一
の
原
詩
か
ら
異
な
っ
た
部
立
に
摘

句
さ
れ
て
い
る
も
の
を
日
本
人
の
句
・
中
国
人
の
句
に
分
け
て
一
覧
す
る

と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
一
覧
は
、
「
原
詩
を
収
録
す
る
文
献
（
同
一
の

原
詩
と
認
め
ら
れ
る
根
拠
）
―
『
和
漢
朗
詠
集
』
で
の
部
立
・
番
号
」
と

い
う
よ
う
に
示
し
、
日
本
人
の
作
品
に
つ
い
て
は
「
・
」
を
、
中
国
人
の

作
品
に
つ
い
て
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
、そ
れ
ぞ
れ
頭
に
付
す
。
山
家
・
五

五
四
（
「
香
炉
峰
下
新
卜
山
居
草
堂
初
成
偶
題
東
壁
」
の
「
其
三
」
）
―
閑

居
・
六
一
八
（
「
香
炉
峰
下
新
卜
山
居
草
堂
初
成
偶
題
東
壁
」
の
「
其
四
」
）

の
よ
う
に
、
同
一
の
題
の
も
と
で
詠
ま
れ
た
異
な
っ
た
作
品
に
つ
い
て
も
、
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同
一
の
原
詩
と
は
見
な
し
て
い
な
い
。

日
本

・
『
本
朝
文
粋
』
―
春
興
・

、
山
家
・

21

559

・
『
菅
家
文
草
』
―
子
日
付
若
菜
・

、
妓
女
・

か
ら

34

710

714

・
『
本
朝
文
粋
』
―
鶯
・

お
よ
び

、
帝
王
付
法
皇
・

68

69

659

・
『
本
朝
文
粋
』
―
花
付
落
花
・

お
よ
び

、
帝
王
付
法
皇
・

116

117

660

・
『
日
本
詩
紀
』
―
秋
夜
・

、
虫
・

236

329

・
『
日
本
詩
紀
』
―
霧
・

、
松
・

342

426

・
『
本
朝
文
粋
』
―
松
・

、
故
宮
付
故
宅
・

424

532

・
『
本
朝
文
粋
』
―
草
・

、
述
懐
・

437

757

・
『
屛
風
土
代
』
―
草
・

、
山
水
・

438

508

・
『
本
朝
文
粋
』
―
鶴
・

、
仙
家
付
道
士
隠
倫
・

お
よ
び

448

543

544

・
『
本
朝
文
粋
』
―
猿
・

、
山
水
・

か
ら

457

504

506

・
『
屛
風
土
代
』
―
猿
・

、
無
常
・

460

794

・
『
本
朝
文
粋
』
―
仙
家
付
道
士
隠
倫
・

、
閑
居
・

545

619

・
『
本
朝
文
粋
』
―
山
家
・

、
老
人
・

557

726

・
『
日
本
詩
紀
』
―
山
家
・

、
田
家
・

561

566

中
国詩

題
注
記
「
暁
賦
」
―
鶯
・

、
暁
・

お
よ
び

、
水
付
漁
夫
・

a

64

417

418

510

『
元
氏
長
慶
集
』
―
鶯
・

、
梅
付
紅
梅
・

b

65

96

『
白
氏
文
集
』
―
霰
・

、
刺
史
・

c

75

689

詩
題
注
記
「
閑
賦
」
―
花
付
落
花
・

、
僧
・

、
閑
居
・

お
よ

d

113

604

614

び

（
異
説
あ
り
）

615
『
白
氏
文
集
』
―
躑
躅
・

、
鶴
・

e

137

445

『
白
氏
文
集
』
―
秋
夜
・

、
恋
・

か
ら

f

234

779

781

『
白
氏
文
集
』
―
八
月
十
五
夜
付
月
・

、
猿
・

、
酒
・

g

254

455

482

詩
題
注
記
「
愁
賦
」
―
落
葉
・

、
雲
・

h

307

403

詩
題
注
記
「
白
賦
」
―
雪
・

、
白
・

i

374

799

『
元
氏
長
慶
集
』
―
雲
・

、
仙
家
付
道
士
隠
倫
・

j

405

540

詩
題
注
記
「
連
昌
宮
賦
」
―
管
絃
付
舞
妓
・

、
故
宮
付
故
宅
・

k

462

530

右
の
一
覧
の
う
ち
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
古
写
本
や
古
注
釈
の
詩
題
注

記
等
の
情
報
に
よ
っ
て
の
み
同
一
の
作
品
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
賦

（

・

・

・

・

）
に
つ
い
て
は
、
出
典
の
全
体
を
示
す
文
献
が

a

d

h

i

k

今
日
に
伝
わ
ら
ず
、ま
た
出
典
と
な
っ
た
文
献
も
判
然
と
は
知
ら
れ
な
い
。

加
え
て
、
諸
本
・
諸
注
釈
に
よ
っ
て
作
者
に
異
同
が
あ
り
、
同
一
の
作
品

で
あ
る
と
い
う
確
証
も
得
ら
れ
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
検
討
の
対
象
と
し

な
い
。
賦
を
除
け
ば
、
同
一
の
原
詩
か
ら
異
な
っ
た
部
立
に
摘
句
さ
れ
て

い
る
作
品
と
し
て
は
、
日
本
人
の
漢
詩
句
が
十
五
、
中
国
人
の
漢
詩
句
が

六
あ
る
。
こ
の
う
ち
日
本
人
の
漢
詩
句
は
、
『
本
朝
文
粋
』
や
『
日
本
詩

紀
』
と
い
っ
た
『
和
漢
朗
詠
集
』
以
降
に
成
立
し
た
文
献
に
よ
っ
て
原
詩

の
全
体
が
知
ら
れ
る
作
品
が
多
く
、
公
任
が
『
和
漢
朗
詠
集
』
を
編
む
に

あ
た
っ
て
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
文
献
は
、
は
っ
き
り
と
は
知
ら
れ
な

い
。
『
菅
家
文
草
』
や
『
屛
風
土
代
』
に
よ
っ
て
同
一
の
作
品
で
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
現
在
に
は
伝
わ
ら
な
い
維
時
撰
の
『
日

観
集
』
や
『
本
朝
佳
句
』
の
よ
う
な
詞
華
集
に
よ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
、
公
任
が
、
す
で
に
何
ら
か
の
詞
華
集
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
た
部
類

を
踏
襲
し
た
の
か
、
新
た
に
部
類
し
た
の
か
は
、
判
然
と
し
な
い
。
つ
ま

り
、
賦
お
よ
び
日
本
人
の
漢
詩
句
に
つ
い
て
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
を
編

む
に
あ
た
っ
て
公
任
が
ど
の
よ
う
な
操
作
を
行
な
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に

は
し
づ
ら
い
。

中
国
人
の
漢
詩
句
の
う
ち
、
同
一
の
原
詩
か
ら
異
な
っ
た
部
立
に
摘
句

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
か
つ
公
任
の
時
代
に
参
照
で
き
た
文
献
が
知
ら
れ
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る
の
は
、
『
白
氏
文
集
』
に
原
詩
が
見
い
だ
せ
る

・

・

・

、
『
元

c

e

f

g

氏
長
慶
集
』
に
原
詩
が
見
い
だ
せ
る

・

の
十
五
首
（
原
詩
の
数
は
六
）

b

j

で
あ
る
。
こ
の
十
五
首
は
、

の
三
首
（
七
七
九
か
ら
七
八
一
）
を
除
い

f

て
、
す
べ
て
『
千
載
佳
句
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
で
は
『
千
載
佳
句
』

で
は
ど
の
よ
う
に
部
類
さ
れ
て
い
る
の
か
。
『
千
載
佳
句
』
で
の
部
立
を

〈

〉
に
入
れ
て
以
下
に
示
す
。

『
元
氏
長
慶
集
』
―
鶯
・

〈
早
春
〉
、
梅
付
紅
梅
・

〈
早
春
〉

b

65

96

『
白
氏
文
集
』
―
霰
・

〈
春
興
〉、
刺
史
・

〈
刺
史
〉

c

75

689

『
白
氏
文
集
』
―
躑
躅
・

〈
早
秋
〉
、
鶴
・

〈
山
居
〉

e

137

445

『
白
氏
文
集
』
―
秋
夜
・

〈
秋
夜
〉
、
恋
・

か
ら

〈
『
千
載
佳

f

234

779

781

句
』
未
収
録
〉

『
白
氏
文
集
』
―
八
月
十
五
夜
付
月
・

〈
送
別
〉
、
猿
・

〈
行

g

254

455

旅
〉
、
酒
・

〈
詩
酒
〉

482

『
元
氏
長
慶
集
』
―
雲
・

〈
幽
居
〉
、
仙
家
付
道
士
隠
倫
・

〈
仙

j

405

540

境
〉

の
二
首
が
『
千
載
佳
句
』
早
春
の
冒
頭
の
二
首
と
し
て
並
べ
ら
れ
て
い

bる
ほ
か
は
、
す
べ
て
『
千
載
佳
句
』
に
お
い
て
も
異
な
っ
た
部
立
に
部
類

さ
れ
て
い
る
。
む
ろ
ん
公
任
が
『
白
氏
文
集
』
な
ど
の
原
詩
に
当
た
り
、

そ
の
う
え
で
異
な
っ
た
部
立
に
七
言
二
句
を
部
類
し
た
と
い
う
可
能
性
も

考
え
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
よ
り
大
き
な
可
能
性
と
し
て
は
、
『
和
漢
朗
詠

集
』
は
『
千
載
佳
句
』
を
直
接
の
出
典
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
考
え

る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
推
測
は
、
つ
い
で
検
討
す
る
こ
と
と
も

関
連
す
る
。

右
の
調
査
で
は
対
象
と
し
な
か
っ
た
、
同
一
の
部
立
内
に
同
一
の
原
詩

か
ら
複
数
の
句
が
摘
句
さ
れ
て
い
る
場
合
は
ど
の
よ
う
な
傾
向
が
認
め
ら

れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
作
者
ご
と
に
「
作
者
―
同
一
の
原
詩
に
基
づ
く
『
和

漢
朗
詠
集
』
の
番
号
（
ほ
か
の
部
立
に
も
重
出
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
番

号
。
部
立
）」
と
い
う
形
式
で
一
覧
に
し
て
掲
出
す
る
。

日
本

・
菅
原
道
真
―

・

（
三
月
尽
）
、

・

（
水
付
漁
父
）
、

・

53

54

515

516

711

712

・

・

（
・

。
妓
女
）

713

714

34

・
菅
原
文
時
―

・

（
鶯
）
、

・

（
梅
付
紅
梅
）
、

・

（
花

68

69

91

92

116

117

付
落
花
）
、

・

（
前
栽
）
、

・

（
炉
火
）
、

・

・

・

295

296

363

364

546

547

548

549

（
仙
家
付
道
士
隠
倫
）
、

・

（
丞
相
付
執
政
）
、

・

（
老
人
）

678

679

728

729

・
源
英
明
―

・

（
花
付
落
花
）

120

121

・
島
田
忠
臣
―

・

（
秋
興
）

225

226

・
菅
原
淳
茂
―

・

・

・

（
八
月
十
五
夜
付
月
）

245

246

247

248

・
紀
長
谷
雄
―

・

・

（
九
日
付
菊
）

262

263

264

・
大
江
澄
明
―

・

・

（
・

。
山
水
）

504

505

506

457

・
都
良
香
―

・

（
・

。
仙
家
付
道
士
隠
倫
）

543

544

448

・
慶
滋
保
胤
―

・

（
仏
事
）

598

599

・
大
江
朝
綱
―

・

・

・

（
王
昭
君
）

699

700

701

702

・
橘
正
通
―

・

・

・

（
慶
賀
）

768

769

779

771

・
源
順
―

・

・

・

（
白
）

799

800

801

802

中
国

・
白
居
易
―

・

（
立
春
）
、

・

（
柳
）
、

・

（
隣
家
）
、

4

5

104

105

572

573

・

・

（
・

。
恋
）

779

780

781

234

・
公
乗
憶
（
賦
）
―

・

（
八
月
十
五
夜
付
月
）

240

241

・
張
読
（
賦
）
―

・

（
異
説
あ
り
・

・

。
閑
居
）

614

615

133

604

二
十
七
の
原
詩
か
ら
同
一
の
部
立
内
に
複
数
の
句
が
摘
句
さ
れ
て
い
る
。

注
目
す
べ
き
は
、
日
本
人
の
漢
詩
句
が
二
十
一
と
多
い
の
に
比
し
て
、
中

国
人
の
漢
詩
句
は
六
し
か
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
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う
ち
最
後
に
掲
げ
た
張
読
の
賦
に
関
し
て
は
、
六
一
四
と
六
一
五
と
の
両

方
を
「
閑
賦
」
と
す
る
伝
本
（
粘
葉
本
な
ど
）
が
あ
る
一
方
で
、
六
一
四

は
「
閑
賦
」
、
六
一
五
は
「
貧
女
賦
」
と
す
る
伝
本
（
貞
和
本
な
ど
）
も

存
す
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
賦
の
出
典
と
な
っ
た
文
献
は
判
然
と
知
ら
れ

な
い
か
ら
、
賦
の
二
例
を
除
く
と
、
中
国
人
の
漢
詩
句
で
同
一
の
部
立
内

に
同
一
の
原
詩
か
ら
複
数
の
句
が
摘
句
さ
れ
て
い
る
の
は
、
白
居
易
の
作

品
の
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

『
和
漢
朗
詠
集
』
所
収
の
漢
詩
句
す
べ
て
五
百
八
十
七
首
の
う
ち
、
日

本
人
の
作
品
は
三
百
五
十
三
首
（
六
十
・
一
％
）
、
中
国
人
の
作
品
は
二

百
三
十
四
首
（
三
十
九
・
九
％
）
で
あ
り
、
日
本
人
の
句
が
お
よ
そ
六
割

を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
中

国
人
の
漢
詩
句
に
比
べ
て
日
本
人
の
漢
詩
句
か
ら
は
、
同
一
の
部
立
内
に

同
一
の
原
詩
か
ら
複
数
の
句
が
取
ら
れ
る
場
合
が
数
多
く
認
め
ら
れ
る
こ

と
は
動
か
な
い
。
こ
れ
は
、
公
任
が
『
和
漢
朗
詠
集
』
を
編
む
に
あ
た
っ

て
、
日
本
人
の
漢
詩
句
に
つ
い
て
は
原
詩
も
し
く
は
作
品
の
全
体
を
収
め

た
撰
集
を
も
材
料
と
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。
作
品
の
一
部

分
を
抄
出
し
た
詞
華
集
を
利
用
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
と
お

り
で
あ
る
が
、
日
本
人
の
漢
詩
句
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
の
よ
う
な
詞
華

集
の
み
を
材
料
と
は
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
白
居
易
の
四
例
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う
か
。
『
千
載
佳
句
』
と
の
重
出
を
「
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
部
立
―
『
和
漢

朗
詠
集
』
の
番
号
〈
『
千
載
佳
句
』
の
部
立
〉
」
と
い
う
よ
う
に
し
て
示
す
。

な
お
、
二
三
四
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
夜
に
部
類
さ
れ
る
句
で
あ
る
。

・
立
春
―

〈
立
春
〉
・

〈
立
春
〉

4

5

・
柳
―

〈
春
興
〉
・

〈
な
し
〉

104

105

・
隣
家
―

〈
隣
家
〉
・

〈
な
し
〉

572

573

・
恋
―

〈
な
し
〉
・

〈
な
し
〉
・

〈
な
し
〉
、

〈
八
月
十
五
夜
〉

779

780

781

234

立
春
の
四
・
五
は
、
二
首
と
も
に
『
千
載
佳
句
』
に
連
続
し
て
収
め
ら
れ
、

こ
の
二
首
に
よ
り
『
白
氏
文
集
』
と
同
様
の
絶
句
の
全
体
が
再
構
成
で
き

る
。
配
列
の
順
も
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
共
通
し
、
『
千
載
佳
句
』
を
参
照

し
た
だ
け
で
も
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
抄
出
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
そ

れ
に
対
し
、
他
の
三
例
は
い
ず
れ
も
一
首
以
上
『
千
載
佳
句
』
に
は
未
収

録
の
も
の
が
認
め
ら
れ
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
は
『
千
載
佳
句
』
以
外
の
何

ら
か
の
文
献
を
参
照
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
『
白
氏
文

集
』
そ
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
『
白
氏
文
集
』
か
ら
詩
を
抄

出
し
た
文
献
に
よ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
神
田

喜
一
郎
氏
は
、
酒
井
宇
吉
氏
蔵
『
佚
名
唐
詩
集
』
の
紙
背
に
『
白
氏
文
集
』

か
ら
抄
出
さ
れ
た
詩
篇
が
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
こ
の
本

は
原
集
そ
の
ま
ま
の
書
写
で
は
な
く
、
恐
ら
く
拠
る
所
の
集
の
抄
写
で
あ

ら
う
」
と
し
、
「
平
安
中
期
の
文
学
風
潮
の
中
で
、
博
士
家
の
学
究
に
よ

つ
て
、
当
時
の
白
氏
文
集
か
ら
詩
篇
の
抽
出
が
行
は
れ
た
の
で
あ
ら
う
」

と
指
摘
す
る

（
三
）

。
こ
の
よ
う
な
文
献
を
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
出
典
と
し

て
措
定
し
て
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

立
春
の
四
・
五
が
絶
句
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
ほ
か
に
絶
句

で
あ
る
の
は
、
柳
の
一
〇
四
・
一
〇
五
で
あ
る
。
隣
家
の
五
七
二
・
五
七

三
は
、
そ
れ
ぞ
れ
律
詩
の
頷
聯
・
尾
聯
で
あ
り
、
原
詩
の
順
番
通
り
に
『
和

漢
朗
詠
集
』
で
も
配
列
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
長
恨
歌
」
を
出
典
と
す

る
恋
の
七
七
九
・
七
八
〇
・
七
八
一
で
も
同
様
で
あ
る
。
な
お
こ
の
三
首

（
そ
れ
ぞ
れ
第
一
句
目
）
は
、
い
ず
れ
も
『
大
弐
高
遠
集
』
に
句
題
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

『
和
漢
朗
詠
集
』
が
『
千
載
佳
句
』
と
関
わ
り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
こ
で
は
『
和
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漢
朗
詠
集
』
の
漢
詩
句
、
あ
る
い
は
中
国
人
の
漢
詩
句
の
全
体
を
母
数
と

し
て
比
較
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
右
に
試
み
た
の
は
、『
千
載
佳
句
』

が
収
録
の
対
象
と
し
て
い
る
人
物
・
詩
型
に
限
定
し
た
う
え
で
の
『
和
漢

朗
詠
集
』
と
の
比
較
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
『
和
漢
朗
詠
集
』
が
、
『
千

載
佳
句
』
に
依
存
し
て
い
る
部
分
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
を
、
よ
り
鮮
明

に
裏
付
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
同
一
の
原
詩
か
ら
重
複
し

て
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
同
じ
部
立
に
連
続
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
漢
詩
句

に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
結
果
、
同
じ
部
立
に
連
続
し
て
収
め
ら
れ
て
い

る
日
本
人
の
漢
詩
句
（
二
十
一
組
）
に
対
し
て
、
中
国
人
の
漢
詩
句
（
賦

を
含
め
て
も
六
組
）
が
少
数
に
と
ど
ま
る
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
こ

の
事
実
は
、
公
任
が
『
和
漢
朗
詠
集
』
を
編
む
際
の
材
料
と
し
て
、
日
本

人
の
漢
詩
句
は
律
詩
・
絶
句
と
い
っ
た
詩
の
全
体
を
収
め
る
文
献
を
、
中

国
人
の
漢
詩
句
は
詩
の
一
部
分
を
収
め
る
文
献
を
用
い
た
こ
と
を
推
測
さ

せ
る
。
同
一
の
原
詩
か
ら
重
複
し
て
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
異
な
る
部
立
に

収
め
ら
れ
て
い
る
漢
詩
句
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
中
国
人
の
漢
詩
句
は
、

ほ
と
ん
ど
が
『
千
載
佳
句
』
に
も
収
載
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
『
和
漢

朗
詠
集
』
と
『
千
載
佳
句
』
と
で
は
、
収
録
さ
れ
る
部
立
が
共
通
し
な
い

作
品
が
多
く
見
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
同
一
の
漢
詩
句
が
両
書
に
お
い

て
異
な
っ
た
部
立
に
配
さ
れ
る
と
い
う
現
象
は
、
同
一
の
原
詩
と
い
う
観

点
を
離
れ
て
も
、
多
く
認
め
ら
れ
る
。
つ
い
で
、
そ
の
理
由
を
考
え
る
。

三

公
任
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
を
編
む
に
あ
た
っ
て
、
各
部
立
に
『
千
載
佳

句
』
の
漢
詩
句
を
ど
の
よ
う
に
部
類
し
た
の
か
。『
和
漢
朗
詠
集
』
と
『
千

載
佳
句
』
と
に
共
通
す
る
漢
詩
句
に
つ
い
て
、「
『
千
載
佳
句
』
の
部
立
（
そ

の
部
立
を
構
成
す
る
漢
詩
句
の
総
数
）
―
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
番
号
（
部

立
）」
と
い
う
よ
う
に
示
し
た
の
が
［
参
考
資
料
一
］（
十
八
頁
）
で
あ
る
。

は
じ
め
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
『
千
載
佳
句
』
は
全
体
を
十
五
部
に
、
そ

れ
を
さ
ら
に
二
百
五
十
八
の
部
立
に
細
分
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
『
和

漢
朗
詠
集
』
に
は
、
『
千
載
佳
句
』
の
十
五
部
の
各
部
か
ら
一
句
以
上
は

採
録
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
採
録
さ
れ
た
の
は
八
十
一

の
部
立
の
漢
詩
句
に
過
ぎ
ず
、『
千
載
佳
句
』
全
体
の
三
分
の
一
に
満
た
な

い
。『

千
載
佳
句
』
と
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
に
お
け
る
部
立
の
名
称
は
、
は

っ
き
り
と
一
対
一
で
対
応
す
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
単
純
に
比
較
は
で
き

な
い
け
れ
ど
も
、
た
と
え
ば
『
和
漢
朗
詠
集
』
交
友
に
対
す
る
『
千
載
佳

句
』
朋
友
・
文
友
・
憶
友
と
い
っ
た
、『
千
載
佳
句
』
と
『
和
漢
朗
詠
集
』

と
で
共
通
も
し
く
は
類
似
す
る
部
立
名
は
お
よ
そ
八
十
あ
る
。
『
和
漢
朗

詠
集
』
の
う
ち
、
『
千
載
佳
句
』
と
共
通
も
し
く
は
類
似
し
な
い
名
称
の

部
立
は
、
四
十
四
あ
る
。
と
は
い
え
、
三
月
三
日
付
桃
・
柳
・
藤
・
雁
付

帰
雁
・
初
冬
・
冬
夜
・
歳
暮
・
氷
付
春
氷
（
以
上
上
巻
）
、
風
・
松
・
草

・
猿
・
管
絃
付
舞
妓
・
酒
・
山
水
・
僧
・
餞
別
・
行
旅
・
王
昭
君
・
慶
賀

（
以
上
下
巻
）
の
よ
う
に
、
『
千
載
佳
句
』
と
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
で
部

立
名
が
共
通
も
し
く
は
類
似
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
部
立
か

ら
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
漢
詩
句
が
採
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
が
『
千
載
佳
句
』
を
、
部
立
名
の
レ
ベ

ル
と
個
個
の
漢
詩
句
の
出
典
の
レ
ベ
ル
と
い
う
、
ふ
た
つ
の
レ
ベ
ル
に
分

け
て
材
料
と
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
つ
ま
り
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
の

部
立
を
設
定
す
る
に
あ
た
り
、
公
任
は
『
千
載
佳
句
』
の
部
立
を
参
考
に

し
た
。
ま
た
、『
和
漢
朗
詠
集
』
に
採
録
す
る
漢
詩
句
を
撰
ぶ
に
あ
た
り
、

公
任
は
『
千
載
佳
句
』
の
漢
詩
句
を
参
考
に
し
た
。
た
だ
し
、
ふ
た
つ
の
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レ
ベ
ル
は
同
一
の
位
置
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
公
任
は
『
和
漢
朗
詠
集
』

を
編
纂
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
部
立
を
決
め
、
そ
の
の
ち
各
部
立
に
ふ

さ
わ
し
い
漢
詩
句
を
撰
ぶ
と
い
う
順
番
を
と
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

両
者
に
共
通
し
て
い
る
部
立
で
あ
っ
て
も
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
が
『
千

載
佳
句
』
の
部
類
を
踏
襲
し
て
漢
詩
句
を
部
類
し
て
い
る
わ
け
で
は
、
か

な
ら
ず
し
も
な
い
。
た
と
え
ば
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
上
巻
の
一
三
七
・
一

七
一
・
一
八
二
・
一
八
七
・
一
九
四
・
三
〇
二
・
三
四
一
・
三
六
八
・
三

八
七
は
、
『
千
載
佳
句
』
か
ら
季
節
が
変
更
さ
れ
て
い
る

（
四
）

。
「
鳥
下
緑

蕪
秦
苑
寂
、
蟬
鳴
黄
葉
漢
宮
秋
（
鳥
緑
蕪
に
下
り
て
秦
苑
寂
か
な
り
、
蟬

し
づ

黄
葉
に
鳴
い
て
漢
宮
秋
な
り
）
」
（
夏
・
蟬
・
一
九
四
・
許
渾
）
は
『
千
載

佳
句
』
で
は
四
時
部
・
早
秋
に
部
類
さ
れ
て
い
る
。
『
和
漢
朗
詠
集
』
で

は
夏
の
句
と
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
『
千
載
佳
句
』
で
は
秋
の
句
と
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
第
二
句
の
末
尾
に
「
秋
」
と
あ
り
、
そ
の
句
を
読
む

だ
け
で

―
原
詩
や
詩
題
を
参
照
せ
ず
と
も

―
秋
の
句
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
『
千
載
佳
句
』
の
部
類
は
、
句
の
季
節
に
忠
実

な
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
『
千
載
佳
句
』
の
部
類
か
ら
、
公
任

は
異
な
っ
た
季
節
へ
と
移
動
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
黄
纐
纈
林
寒
有
葉
、
碧
瑠
璃
水
浄
無
風
（
黄
纐
纈
の
林
は
寒
う
し
て

葉
有
り
、
碧
瑠
璃
の
水
は
浄
う
し
て
風
無
し
）
」（
秋
・
紅
葉
・
三
〇
二
・
白

居
易
）
は
『
千
載
佳
句
』
で
は
四
時
部
・
初
冬
に
、「
竹
霧
暁
籠
銜
嶺
月
、

蘋
風
暖
送
過
江
春
（
竹
霧
暁
に
嶺
に
銜
む
月
を
籠
む
、
蘋
風
暖
か
に
江
を

ふ
く

こ

過
ぐ
る
春
を
送
る
）
」
（
秋
・
霧
・
三
四
一
・
白
居
易
）
は
『
千
載
佳
句
』

で
は
四
時
部
・
春
暁
に
と
い
う
よ
う
に
、
『
千
載
佳
句
』
で
は
そ
れ
ぞ
れ

冬
・
春
に
部
類
さ
れ
る
が
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
で
は
秋
の
句
と
さ
れ
る
。

三
〇
二
は
、
判
然
と
確
定
は
し
づ
ら
い
け
れ
ど
も
原
詩
の
九
・
十
句
に
「
澗

雪
圧
多
松
偃
蹇
、
巌
和
滴
苦
石
玲
瓏
（
澗
雪
は
多
く
の
松
を
圧
す
る
こ
と

偃
蹇
た
り
、
巌
泉
は
苦
し
く
石
に
滴
る
こ
と
玲
瓏
た
り
）
」
と
あ
っ
て
、

冬
の
句
の
可
能
性
が
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
三
四
一
は
二
句
目
に
「
送

過
江
春
」
と
あ
る
か
ら
、
春
の
句
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

ま
た
、
「
三
秋
岸
雪
花
初
白
、
一
夜
林
霜
葉
尽
紅
（
三
秋
の
岸
の
雪
は

花
初
め
て
白
し
、
一
夜
の
林
の
霜
は
葉
尽
く
紅
な
り
）」
（
冬
・
霜
・
三
六

八
・
温
庭
筠
）
は
『
千
載
佳
句
』
で
は
四
時
部
・
暮
秋
に
、
「
氷
消
見
水

多
於
地
、
雪
霽
望
山
尽
入
楼
（
氷
消
え
て
水
を
見
れ
ば
地
よ
り
も
多
し
、

雪
霽
れ
て
山
を
望
め
ば
尽
く
楼
に
入
る
）
」
（
冬
・
氷
付
春
氷
・
三
八
七

は

・
白
居
易
）
は
『
千
載
佳
句
』
で
は
四
時
部
・
早
春
に
、
そ
れ
ぞ
れ
部
類

さ
れ
て
い
る
。
三
八
七
に
つ
い
て
は
春
氷
と
い
う
部
立
の
も
と
に
置
か
れ

た
句
で
あ
る
か
ら
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
が
『
千
載
佳
句
』
と
異
な
っ
た
季

節
に
部
類
し
て
い
る
と
は
、
か
な
ら
ず
し
も
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
た

め
ひ
と
ま
ず
措
く
。
三
六
八
は
「
三
秋
」
（
秋
の
三
か
月
）
が
詠
ま
れ
て

い
る
か
ら
秋
の
句
で
あ
る
。

『
和
漢
朗
詠
集
』
上
巻
に
つ
い
て
、
『
千
載
佳
句
』
と
は
異
な
っ
た
季

節
に
部
類
さ
れ
た
漢
詩
句
を
瞥
見
し
た
。
そ
の
結
果
、
『
千
載
佳
句
』
で

は
句
が
詠
ま
れ
た
季
節
に
忠
実
に
部
類
し
て
い
る
の
に
対
し
、
『
和
漢
朗

詠
集
』
で
は
句
が
詠
ま
れ
た
季
節
と
は
異
な
っ
た
季
節
に
部
類
す
る
場
合

が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
以
上
に
見
た
よ
う
な
『
千
載
佳
句
』

と
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
お
け
る
部
立
の
変
更
は
す
な
わ
ち
、
公
任
が
漢
詩

句
の
な
か
の
ど
の
素
材
に
着
目
し
て
選
ん
だ
か
と
い
う
こ
と
と
密
接
に
つ

な
が
る
。
す
で
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
・
中
国
に
お
い
て
「
蛍
」

や
「
蟬
」
か
ら
想
起
さ
れ
る
季
節
は
異
な
る

（
五
）

。
ま
た
、
日
本
に
お
い

て
「
霧
」
の
季
節
は
秋
で
あ
る
。
つ
ま
り
公
任
は
、
漢
詩
句
の
な
か
の
素

材
に
注
目
し
、
日
本
的
・
和
歌
的
な
観
点
で
そ
の
素
材
を
分
類
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
『
千
載
佳
句
』
の
部
類
と
は
異
な
っ
た
季
節
に
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部
類
す
る
と
い
う
こ
と
が
生
じ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
奥
村
郁
子
氏
は
『
千
載
佳
句
』
に
つ
い
て
「
類
書

の
影
響
を
受
け
て
い
た
可
能
性
は
高
い
」
こ
と
、
「
日
本
人
の
詩
作
の
参

考
書
と
し
て
、
類
書
的
に
利
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
お
お
い
に
あ
り

う
る
」
こ
と
、
「
撰
者
維
時
も
、
あ
る
程
度
そ
れ
を
予
想
し
て
い
た
で
あ

ろ
う
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
類
書
的
な
配
列
よ
り
う
か
が
わ
れ
る
」
こ
と

を
指
摘
す
る

（
六
）

。
類
書
は
、
「
各
種
の
文
献
を
事
項
に
よ
っ
て
分
類
・
排

列
し
た
百
科
全
書
的
工
具
書
。
字
典
や
辞
書
の
仲
間
で
、
作
詩
文
の
た
め

の
検
索
や
調
査
の
便
に
供
す
る
」
（
『
中
国
文
化
史
大
事
典
』
「
類
書
」
筧

久
美
子
氏
執
筆
）
と
い
う
性
格
を
有
す
る
。
つ
ま
り
、
類
書
の
影
響
下
に

な
さ
れ
た
『
千
載
佳
句
』
に
お
け
る
部
類
は
、
そ
の
句
で
詠
ま
れ
て
い
る

も
の
ご
と
に
対
し
て
、
客
観
的
に
妥
当
な
枠
組
み
を
与
え
て
い
く
と
い
う

方
針
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
千
載
佳
句
』

を
「
類
書
的
」
と
す
る
奥
村
氏
の
見
解
は
、
前
に
い
く
つ
か
見
た
よ
う
に
、

原
詩
に
忠
実
な
分
類
を
取
っ
て
い
る
『
千
載
佳
句
』
の
あ
り
方
と
も
齟
齬

し
な
い
。

公
任
は
『
千
載
佳
句
』
を
参
看
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
部
立
の

変
更
は
、
漢
詩
句
の
な
か
の
素
材
に
重
点
を
置
く
と
い
う
編
纂
方
針
の
も

と
で
意
図
的
に
行
な
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
［
参
考
資
料
一
］
に
示
し

た
よ
う
に
、
『
千
載
佳
句
』
の
部
立
の
枠
組
み
を
あ
え
て
外
し
、
異
な
っ

た
部
立
に
部
類
す
る
こ
と
が
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
で
は
多
く
行
な
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
つ
ま
り
『
和
漢
朗
詠
集
』
を
編
む
に
あ
た
っ
て

公
任
は
、
出
典
と
な
る
文
献
の
部
類
に
対
し
て
、
か
な
り
自
由
な
態
度
で

臨
ん
で
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。『
和
漢
朗
詠
集
』
に
お
け
る
『
千
載
佳
句
』

の
位
置
づ
け
は
、
あ
く
ま
で
も
漢
詩
句
と
い
う
材
料
を
提
供
す
る
文
献
と

し
て
あ
る
に
過
ぎ
ず
、
『
千
載
佳
句
』
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
部
類
を
拘

束
す
る
性
質
の
文
献
で
は
な
い
。
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
お
け
る
『
千
載
佳

句
』
の
利
用
方
法
と
対
照
的
な
位
置
に
あ
る
の
が
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
の

大
き
な
影
響
下
に
作
ら
れ
た
『
新
撰
朗
詠
集
』
に
お
け
る
『
千
載
佳
句
』

の
利
用
方
法
で
あ
る
。

四

『
和
漢
朗
詠
集
』
は
『
千
載
佳
句
』
の
影
響
下
に
あ
る
。
た
だ
し
、
そ

の
影
響
に
は
い
く
つ
か
の
レ
ベ
ル
が
あ
る
。
ひ
と
つ
に
は
部
立
名
の
レ
ベ

ル
で
あ
り
、
ふ
た
つ
に
は
個
個
の
漢
詩
句
の
出
典
と
し
て
の
レ
ベ
ル
で
あ

る
。
後
者
は
、
さ
ら
に
『
千
載
佳
句
』
と
同
じ
部
立
に
部
類
さ
れ
る
漢
詩

句
・
異
な
っ
た
部
立
に
部
類
さ
れ
る
漢
詩
句
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
っ
と
も
『
千
載
佳
句
』
と
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
で
は
、
部
立
名
が
完
全

に
対
応
す
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
右
に
示
し
た
分
類
は
便
宜
的
な
も
の

に
過
ぎ
な
い
。
た
だ
し
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
で
は
『
千
載
佳
句
』
と
は
異

な
っ
た
部
立
に
部
類
さ
れ
る
漢
詩
句
が
少
な
く
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
は
、
い
く
ら
か
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
藤
原
基
俊
（
一

〇
六
〇
―
一
一
四
二
）
撰
『
新
撰
朗
詠
集
』
で
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
と

は
対
照
的
に
、
『
千
載
佳
句
』
と
同
じ
部
立
が
踏
襲
さ
れ
る
こ
と
が
、
多

い
か
ら
で
あ
る
。
『
新
撰
朗
詠
集
』
と
『
千
載
佳
句
』
と
の
関
係
に
つ
い

て
も
検
討
を
加
え
る
こ
と
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
『
千
載
佳
句
』
と
の

関
係
が
、ど
の
程
度
認
識
さ
れ
て
い
た
か
を
考
え
る
際
の
参
考
と
も
な
る
。

以
下
で
は
、『
千
載
佳
句
』
の
伝
本
お
よ
び
研
究
史
に
つ
い
て
概
観
し
、『
和

漢
朗
詠
集
』
の
研
究
に
『
千
載
佳
句
』
が
用
い
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
述
べ

る
。
こ
の
こ
と
が
、
『
新
撰
朗
詠
集
』
の
編
纂
と
も
大
き
く
関
わ
る
こ
と

に
な
る
。
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『
新
撰
朗
詠
集
』
と
『
千
載
佳
句
』
と
の
関
係
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
ま
ず
『
新
撰
朗
詠
集
』
が
『
千
載
佳
句
』
を
材
料
に
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
柳
沢
良
一
氏
は
『
新
撰
朗
詠
集
』
の

漢
詩
句
に
『
千
載
佳
句
』
を
出
典
と
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
、
作
者
名

注
記
を
手
が
か
り
に
論
じ
る
（
『
新
撰
朗
詠
集
全
注
釈
』
一
、
新
典
社
、

二
〇
一
一
年
）
。
さ
ら
に
、
『
新
撰
朗
詠
集
』
に
は
、
李
方
（
四
六
）
・
方

干
（
二
一
一
・
五
一
六
）
・
蘇
替
（
四
二
七
。「
替
」
は
「
晋
」
の
誤
り
か
）

・
金
雲
卿
（
四
二
八
）
・
朴
昂
（
五
〇
九
）
・
王
魯
復
（
五
六
六
）
・
周
元

範
（
五
三
八
）
・
陳
国
（
六
五
三
。「
国
」
は
「
潤
」
の
誤
り
）
と
い
っ
た
、

か
な
ら
ず
し
も
よ
く
知
ら
れ
な
い
詩
人
の
句
が
収
載
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら

の
句
が
ま
と
ま
っ
て
収
載
さ
れ
る
文
献
が
『
千
載
佳
句
』
な
の
で
あ
り
、

こ
こ
か
ら
も
『
新
撰
朗
詠
集
』
の
材
料
と
し
て
『
千
載
佳
句
』
が
用
い
ら

れ
た
蓋
然
性
が
大
き
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。

『
新
撰
朗
詠
集
』
と
『
千
載
佳
句
』
と
の
関
係
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て

は
『
千
載
佳
句
』
の
伝
本
に
つ
い
て
の
知
見
も
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
、

つ
い
で
『
千
載
佳
句
』
の
伝
本
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く

（
七
）

。
『
千
載
佳

句
』
は
、
小
論
に
お
い
て
も
底
本
と
し
て
用
い
て
い
る
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
蔵
本
（
以
下
、
歴
博
本
と
略
称
す
る
）
の
ほ
か
に
、
松
平
文
庫
蔵
本

・
内
閣
文
庫
蔵
甲
本
・
内
閣
文
庫
蔵
乙
本
・
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
が
知

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
歴
博
本
が
鎌
倉
時
代
の
書
写
で
あ
る
ほ
か
は
、

す
べ
て
江
戸
時
代
の
写
本
で
あ
る
。
金
原
理
氏
は
、
国
立
国
会
図
書
館
本

に
つ
い
て
、
内
閣
文
庫
蔵
乙
本
の
転
写
本
を
さ
ら
に
書
写
し
た
本
と
し
、

ま
た
、
松
平
文
庫
蔵
本
・
内
閣
文
庫
蔵
甲
本
・
内
閣
文
庫
蔵
乙
本
は
共
通

す
る
祖
本
か
ら
派
生
し
た
本
と
さ
れ
る
（
注
（
七
）
前
掲
論
文
）
。
そ
れ

ら
の
祖
本
が
歴
博
本
と
考
え
ら
れ
る
。
後
藤
昭
雄
氏
は
、
「
松
平
文
庫
本

は
歴
博
本
の
か
な
り
忠
実
な
写
本
」
と
さ
れ
る
（
注
（
七
）
前
掲
論
文
）
。

こ
れ
ら
の
指
摘
に
従
い
、
以
下
で
諸
本
の
問
題
に
言
及
す
る
際
に
は
、
歴

博
本
・
松
平
文
庫
蔵
本
・
内
閣
文
庫
蔵
甲
本
・
内
閣
文
庫
蔵
乙
本
を
対
象

と
す
る
こ
と
に
す
る
。

歴
博
本
に
は
林
鵞
峰
（
一
六
一
八
―
一
六
八
〇
）
に
よ
る
「
千
載
佳
句

跋
」
を
書
い
た
「
添
状
」
が
備
わ
る
。
注
（
七
）
前
掲
解
題
に
も
指
摘
さ

れ
る
よ
う
に
、
そ
の
「
添
状
」
は
内
閣
文
庫
蔵
乙
本
の
奥
書
に
引
載
す
る

文
章
と
同
内
容
で
あ
る
。「
千
載
佳
句
跋
」
は
、『
鵞
峰
先
生
林
学
士
全
集
』

巻
第
九
十
六
所
収
の
「
千
載
佳
句
跋
」
と
一
致
す
る
。
そ
の
な
か
に
『
和

漢
朗
詠
集
』
が
『
千
載
佳
句
』
を
模
倣
し
て
作
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
指

摘
し
た
、
「
想
夫
公
任
朗
詠
、
傚
此
部
類
、
択
其
協
郢
曲
、
而
加
本
朝
詩

句
者
乎
、
然
朗
詠
成
于
後
、
而
行
于
世
、
此
者
成
於
前
而
寥
寥
（
想
ふ
に

夫
れ
公
任
の
朗
詠
は
、
此
の
部
類
に
傚
ひ
、
其
の
郢
曲
に
協
ふ
を
択
び
て
、

な
ら

か
な

本
朝
の
詩
句
を
加
ふ
る
者
か
。
然
も
朗
詠
は
後
に
成
て
世
に
行
は
る
。
此

れ
は
前
に
成
り
て
寥
寥
た
り
）
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
両
者

の
関
係
に
つ
い
て
言
及
し
た
早
い
時
期
の
見
解
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
寛

文
四
年
（
一
六
六
四
）
に
、
す
で
に
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
、
ご
く
簡
潔

な
が
ら
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
時
代
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
大
江
匡
房
（
一
〇
四
一
―
一
一
一
一
）

の
「
朗
詠
江
注
」
で
は
、
『
千
載
佳
句
』
に
句
が
存
す
る
こ
と
を
「
千
」

と
い
う
注
記
で
示
し
、
そ
の
句
が
収
録
さ
れ
る
部
立
に
つ
い
て
も
「
同
」

や
「
春
遊
」
と
い
う
よ
う
に
示
し
て
い
る
。
こ
の
注
記
は
「
朗
詠
江
注
」

を
伝
え
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
伝
本
で
は
共
通
し
て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ

り
、
匡
房
に
よ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、
『
江
談
抄
』
に
も
『
千

載
佳
句
』
と
い
う
書
名
を
明
示
し
た
う
え
で
漢
詩
句
が
引
用
さ
れ
て
い
る

か
ら
、
匡
房
が
『
千
載
佳
句
』
を
見
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
『
和
漢

朗
詠
集
』
と
『
千
載
佳
句
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
明
文
化
し
て
言
及
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さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
院
政
期
に
は
両
者
の
対
比
が
行
な
わ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
研
究
史
に
お
い
て
『
千

載
佳
句
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
詳
し
く
言
及
さ
れ
る
の
は
近
代
に
な
っ
て

か
ら
で
あ
る
も
の
の
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
研
究
に
お
い
て
、
か
な
り
早

い
時
期
に
『
千
載
佳
句
』
は
利
用
さ
れ
て
い
た
と
見
て
よ
い
。

「
朗
詠
江
注
」
に
は
、
繁
簡
さ
ま
ざ
ま
な
が
ら
、
詩
題
注
記
が
付
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
詩
題
注
記
は
、
か
な
ら
ず
し
も
『
千
載
佳
句
』

の
そ
れ
と
は
一
致
し
な
い

（
八
）

。
一
致
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
「
朗
詠

江
注
」
の
ほ
う
が
『
千
載
佳
句
』
よ
り
も
詳
細
な
詩
題
を
記
す
こ
と
が
多

い
傾
向
に
あ
る
。
た
と
え
ば
『
和
漢
朗
詠
集
』
（
暮
春
・
四
五
・
元
稹
）

の
詩
題
は
、
『
元
氏
長
慶
集
』
巻
十
八
で
は
「
過
襄
陽
楼
、
呈
上
府
主
厳

司
空
、
楼
在
江
陵
節
度
使
宅
北
隅
（
襄
陽
楼
を
過
り
て
、
上
府
主
厳
司
空

に
呈
す
。
楼
は
江
陵
の
節
度
使
宅
の
北
隅
に
在
り
）」
と
さ
れ
、
「
朗
詠
江

注
」
を
伝
え
る
貞
和
本
・
佐
藤
道
生
氏
蔵
本
で
は
、
と
も
に
「
過
襄
陽
楼
、

呈
上
府
主
」
と
さ
れ
る

（
九
）

。
『
千
載
佳
句
』
で
は
「
過
襄
陽
楼
」
と
の
み

記
さ
れ
る
。
「
朗
詠
江
注
」
は
、
原
詩
の
出
典
を
示
す
に
あ
た
り
原
詩
の

位
置
す
る
巻
数
ま
で
示
す
こ
と
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
巻
数
に
つ
い
て
は

記
さ
な
い
『
千
載
佳
句
』
以
外
に
も
情
報
源
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
『
千
載
佳
句
』
か
ら
は
「
朗
詠
江
注
」
の
詩
題
注
記
は
構
築
で
き

な
い
こ
と
か
ら
も
、
そ
れ
は
裏
付
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
『
千
載
佳
句
』
の
諸
本
に
は
、
そ
の
句
が
『
和
漢
朗
詠
集
』
に

入
集
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
朱
の
合
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。こ
の
合
点
は
、

歴
博
本
か
ら
す
で
に
認
め
ら
れ
る
が
、
歴
博
本
で
は
六
首
に
合
点
の
打
ち

漏
れ
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
二
首
は
「
朗
詠
江
注
」
で
も
「
千
」
と
い
う
指

摘
が
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
松
平
文
庫
蔵
本
で
は
歴
博

本
の
六
首
に
加
え
、
も
う
一
首
、
合
点
の
打
ち
漏
れ
が
あ
る
。
内
閣
文
庫

蔵
甲
本
も
歴
博
本
の
六
首
に
加
え
、
も
う
一
首
、
合
点
の
打
ち
漏
れ
が
あ

る
が
、
打
ち
漏
ら
さ
れ
た
一
首
は
松
平
文
庫
蔵
本
の
そ
れ
と
は
異
な
る
箇

所
で
あ
る
。
内
閣
文
庫
蔵
乙
本
は
、
歴
博
本
・
松
平
文
庫
本
・
内
閣
文
庫

蔵
甲
本
と
は
大
き
く
異
な
り
、
歴
博
本
に
漏
れ
て
い
た
箇
所
に
つ
い
て
合

点
を
打
つ
場
合
が
あ
る
ほ
か
、
『
新
撰
朗
詠
集
』
と
の
重
複
句
に
つ
い
て

も
「
〇
」
で
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
か
な
ら
ず
し
も
歴
博
本
に
あ
る
合

点
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
『
新
撰
朗
詠
集
』
と
の
重

複
句
に
つ
い
て
の
指
摘
も
正
確
さ
を
欠
く
と
い
っ
た
杜
撰
さ
は
否
め
な

い
。
以
上
を
要
す
る
に
、
内
閣
文
庫
蔵
乙
本
の
合
点
に
つ
い
て
は
判
然
と

し
な
い
け
れ
ど
も
、
松
平
文
庫
蔵
本
・
内
閣
文
庫
蔵
甲
本
の
合
点
は
歴
博

本
の
そ
れ
を
継
承
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
歴
博
本
の
合
点
は
い
つ
の

時
点
で
付
さ
れ
た
も
の
か
は
確
定
で
き
な
い
も
の
の
、
鵞
峰
の
「
千
載
佳

句
跋
」
に
先
立
っ
て
付
さ
れ
て
い
た
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う

（
十
）

。

な
お
、
「
朗
詠
江
注
」
に
施
さ
れ
た
「
千
」
と
い
う
注
記
は
、
『
和
漢
朗
詠

集
私
注
』
以
下
の
古
注
釈
に
は
受
け
継
が
れ
て
い
な
い
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
院
政
期
に
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
研
究
に
『
千

載
佳
句
』
が
用
い
ら
れ
て
い
た
痕
跡
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
成
果
は
『
新

撰
朗
詠
集
』
の
編
纂
に
も
寄
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
新
撰
朗
詠
集
』

は
七
百
四
十
六
首
か
ら
な
る
。
柳
沢
良
一
氏
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
・
『
新

撰
朗
詠
集
』
に
お
け
る
和
歌
の
比
率
は
と
も
に
二
十
七
％
で
あ
り
、
漢
詩

文
の
比
率
は
両
者
と
も
に
等
し
い
も
の
の
、
日
本
人
の
漢
詩
句
が
『
和
漢

朗
詠
集
』
で
は
二
百
五
十
三
首
、
『
新
撰
朗
詠
集
』
で
は
三
百
十
七
首
採

録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
、「
『
新
撰
朗
詠
集
』
は
漢
家
の
漢
詩
を
少
な

く
採
り
、
代
わ
り
に
本
朝
の
漢
詩
を
多
く
採
っ
て
」
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

「
本
朝
の
作
品
（
特
に
本
朝
の
漢
詩
）
重
視
の
編
纂
姿
勢
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
さ
れ
る
（
前
掲
『
新
撰
朗
詠
集
全
注
釈
』
一
）
。
な
お
、



- 12 -

柳
沢
氏
は
前
掲
書
や
和
歌
文
学
大
系
『
和
漢
朗
詠
集

新
撰
朗
詠
集
』
の

注
に
お
い
て
、
『
千
載
佳
句
』
に
あ
る
句
に
つ
い
て
は
そ
の
旨
を
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
た
だ
し
『
新
撰
朗
詠
集
』
が
『
千
載
佳
句
』
を
ど
の
よ
う
に

材
料
と
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
い
な

い
。『

新
撰
朗
詠
集
』
と
『
千
載
佳
句
』
と
に
重
複
す
る
漢
詩
句
は
、
八
十

一
首
認
め
ら
れ
る
。
中
国
人
の
漢
詩
句
の
う
ち
七
言
二
句
の
も
の
（
百
三

首
）
で
は
七
十
八
・
六
％
が
重
複
す
る
。
こ
れ
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
ほ

ぼ
同
じ
比
率
で
あ
る
。
『
新
撰
朗
詠
集
』
と
『
千
載
佳
句
』
と
に
重
複
す

る
句
に
つ
い
て
、
［
参
考
資
料
一
］
に
準
じ
て
、
［
参
考
資
料
二
］
（
二
十

一
頁
）
と
し
て
示
し
た
。
両
者
に
重
複
す
る
漢
詩
句
に
つ
い
て
は
、
前
述

し
た
よ
う
に
、
『
新
撰
朗
詠
集
』
で
は
『
千
載
佳
句
』
と
同
じ
部
立
が
踏

襲
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
認
め
ら
れ
た
よ
う
な
、
『
千

載
佳
句
』
の
部
立
の
季
節
と
異
な
っ
た
季
節
に
部
類
さ
れ
る
句
は
、
『
新

撰
朗
詠
集
』
で
は
一
例
も
な
い
。
異
な
っ
た
部
立
に
部
類
さ
れ
る
場
合
で

も
、
た
と
え
ば
『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
早
秋
か
ら
『
新
撰
朗
詠
集
』
秋

・
虫
、
『
千
載
佳
句
』
宴
喜
部
・
琴
か
ら
『
新
撰
朗
詠
集
』
管
絃
と
い
う

よ
う
に
、
互
い
に
近
い
関
係
に
あ
る
部
立
に
採
録
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
な
の
で
あ
る
。
『
千
載
佳
句
』
の
部
立
を
あ
ま
り
踏
襲
し
な
い
『
和
漢

朗
詠
集
』
と
、
『
千
載
佳
句
』
の
部
立
を
か
な
り
踏
襲
す
る
『
新
撰
朗
詠

集
』
と
で
は
、『
千
載
佳
句
』
に
対
す
る
姿
勢
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
違
い
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
出
典
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の

撰
者
の
姿
勢
の
違
い
で
も
あ
る
。

『
新
撰
朗
詠
集
』
の
部
立
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
部
立
を
、
お
お
む

ね
踏
襲
す
る
。
『
新
撰
朗
詠
集
』
に
は
、
『
千
載
佳
句
』
の
五
十
五
の
部
立

か
ら
句
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
は
句
が
採
録
さ
れ
る

が
『
新
撰
朗
詠
集
』
に
は
採
録
さ
れ
な
い
『
千
載
佳
句
』
の
部
立
は
四
十

七

―
そ
の
う
ち
、
『
千
載
佳
句
』
立
春
の
よ
う
に
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
で

『
千
載
佳
句
』
の
部
立
を
構
成
す
る
句
を
す
べ
て
採
録
し
た
部
立
は
十
四

―
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
は
句
が
採
録
さ
れ
ず
、
『
新

撰
朗
詠
集
』
で
新
た
に
採
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
部
立
は
二
十
あ
る
。

そ
の
な
か
に
は
、
『
千
載
佳
句
』
と
『
和
漢
朗
詠
集
』
・
『
新
撰
朗
詠
集
』

と
に
共
通
す
る
部
立
名
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
新
撰
朗
詠
集
』
で

は
じ
め
て
句
が
採
録
さ
れ
た
部
立
も
あ
る
。
慶
賀
は
、
そ
の
よ
う
な
部
立

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
『
和
漢
朗
詠
集
』
慶
賀
・
『
新
撰
朗
詠
集
』
慶
賀
は
、

そ
れ
ぞ
れ
三
首
の
中
国
人
の
漢
詩
句
を
採
録
す
る
。
両
者
と
も
に
、
す
べ

て
『
千
載
佳
句
』
と
重
複
す
る
。『
和
漢
朗
詠
集
』
慶
賀
は
、『
千
載
佳
句
』

及
第
か
ら
二
首
、
朋
友
か
ら
一
首
を
採
録
す
る
の
に
対
し
、
『
新
撰
朗
詠

集
』
慶
賀
は
、
三
首
と
も
に
『
千
載
佳
句
』
慶
賀
か
ら
採
録
す
る
。
こ
の

よ
う
に
、
『
新
撰
朗
詠
集
』
で
は
『
千
載
佳
句
』
の
部
立
を
構
成
す
る
漢

詩
句
を
、そ
の
ま
ま
継
承
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『
和
漢
朗
詠
集
』
の
古
筆
切
で
あ
る
多
賀
切
は
、
末
尾
に
「
永
久
四
年

孟
冬
二
日
扶
老
眼
点
了
、
愚
叟
基
俊
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
六
十
一
歳

の
基
俊
が
書
写
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
今
井
昌
子
氏
は
、
多
賀
切
に

詩
題
注
記
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
を
承
け
て
田
中
幹
子
氏
は
、
基

俊
が
『
和
漢
朗
詠
集
』
を
学
習
し
た
成
果
が
大
量
の
詩
題
注
記
に
表
れ
て

い
る
と
指
摘
す
る

（
十
一
）

。
ま
た
今
井
氏
は
、
詩
題
注
記
が
日
本
人
の
漢
詩

句
に
偏
重
し
て
多
く
、
そ
の
偏
重
は
『
新
撰
朗
詠
集
』
が
収
載
す
る
漢
詩

句
の
割
合
に
比
例
す
る
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
田
中
氏
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』

の
日
本
人
の
漢
詩
句
と
『
新
撰
朗
詠
集
』
の
そ
れ
と
に
共
通
す
る
出
典
が

多
い
の
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
詩
題
注
記
を
付
す
た
め
に
基
俊
が
出
典

の
詩
を
集
め
、
集
め
た
詩
の
別
の
部
分
か
ら
『
新
撰
朗
詠
集
』
の
漢
詩
句
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を
撰
ん
だ
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
部
立
と
出
典
の
詩
題
と
は
、
『
和
漢
朗

詠
集
』
で
は
か
な
ら
ず
し
も
一
致
し
な
い
の
に
対
し
、
『
新
撰
朗
詠
集
』

で
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
田
中
氏
は
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
『
新
撰
朗
詠
集
』
を
編
集
態
度

（
マ
マ
）

を
比
較
す
る
と
、
公
任
の
詩
題
名
に
関
わ
ら
ず
自
分
の
好
み
で
編
集

（
マ
マ
）

し
て
い
る
の
に
対
し
、
基
俊
は
詩
題
名
と
項
目
名
を
一
致
さ
せ
る
こ

と
を
優
先
し
た
、詩
題
名
に
忠
実
な
編
集
態
度
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

『
和
漢
朗
詠
集
』
「
多
賀
切
」
に
大
量
の
詩
題
注
を
付
け
た
基
俊

な
ら
ば
、
公
任
が
題
に
こ
だ
わ
ら
ず
内
容
を
優
先
し
て
自
在
に
編
集

し
て
行
く
過
程
を
つ
ぶ
さ
に
感
じ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、

『
新
撰
朗
詠
集
』
で
は
あ
え
て
詩
題
名
と
項
目
名
を
一
致
さ
せ
る
編

集
方
針
を
選
ん
だ
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
は
基
俊
個
人
の
資
質
や
力

量
の
問
題
と
い
う
よ
り
も
、
時
代
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

公
任
の
時
代
は
、
文
学
を
遊
戯
的
に
楽
し
む
時
代
で
あ
り
、
『
和

漢
朗
詠
集
』
は
漢
詩
句
と
和
歌
を
同
じ
項
目
下
で
集
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
和
漢
の
新
し
い
世
界
観
を
示
し
た
先
駆
的
詩
華
集
で
あ
っ
た
。

(

マ
マ)

こ
れ
に
対
し
て
『
新
撰
朗
詠
集
』
は
、
第
二
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
と

い
う
名
の
意
味
す
る
よ
う
に
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
分
類
を
常
に
意

識
し
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
又
、
基
俊
の
時
代
は
、
平
安
期
に

詠
ま
れ
た
詩
歌
を
収
集
、
分
類
、
整
理
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い

た
。
従
っ
て
、
思
い
き
っ
た
独
自
性
あ
ふ
れ
る
編
集
よ
り
も
、
後
世

の
規
範
と
な
る
べ
き
編
集
態
度
が
望
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま

り
、
典
拠
を
示
す
こ
と
を
第
一
に
求
め
た
結
果
、
典
拠
で
あ
る
詩
題

と
『
新
撰
朗
詠
集
』
の
分
類
題
の
一
致
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

右
の
指
摘
は
、
そ
の
ま
ま
『
新
撰
朗
詠
集
』
と
『
千
載
佳
句
』
と
の
関
係

に
つ
い
て
も
当
て
は
め
ら
れ
る
。
よ
り
丁
寧
に
い
え
ば
、『
和
漢
朗
詠
集
』

・
『
新
撰
朗
詠
集
』
の
編
纂
態
度
に
影
響
し
た
、
文
学
に
対
す
る
「
時
代

の
違
い
」
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
読
ま
れ
方
が
、
そ
の
成
立
時
と
、
成

立
か
ら
百
年
ほ
ど
を
経
た
『
新
撰
朗
詠
集
』
が
成
立
し
た
院
政
期
と
で
異

な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
ま
た
、
類
聚
と
い
う
営
為

が
盛
行
す
る
時
代
に
あ
っ
て
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
よ
う
な
「
こ
う
も

読
め
る
」
と
い
う
撰
集
の
あ
り
か
た
よ
り
も
、
原
詩
を
規
準
と
し
た
際
に

妥
当
と
考
え
ら
れ
る
部
立
に
詩
句
を
配
す
る
の
が
、
自
然
な
発
想
で
も
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

院
政
期
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
い
く
つ
か
の
古
注
釈
が
作
ら
れ
、
『
和

漢
朗
詠
集
』
が
基
礎
的
教
養
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
幼
学
書
と
さ
れ
る
直

前
の
時
代
で
も
あ
る

（
十
二
）

。
基
俊
が
『
新
撰
朗
詠
集
』
を
編
む
に
あ
た
っ

て
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
が
規
範
と
な
る
先
蹤
と
し
て
位
置
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
が
単
に
趣
味
的
な
詞
華
集
と
し
て
で
は
な

く
、
か
な
り
の
権
威
を
伴
っ
た
作
品
と
し
て
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
の
表
れ

と
見
て
よ
い
。

で
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
採
録
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
合
点
を
『
千
載
佳

句
』
に
施
す
の
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
っ
て
の
こ
と
な
の
か
。
『
千

載
佳
句
』
の
読
解
に
資
す
る
た
め
の
も
の
、
つ
ま
り
た
と
え
ば
本
文
の
異

同
を
確
か
め
る
た
め
の
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
よ
り
直
接
的
に
本
文
に
異

文
を
傍
記
し
た
ほ
う
が
便
利
で
あ
る
。
も
っ
と
も
『
千
載
佳
句
』
の
伝
本

に
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
の
校
異
は
書
き
込
ま
れ
て
い
な
い
。
で
あ
れ
ば
、

反
対
に
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
読
解
に
資
す
る
た
め
の
も
の
と
考
え
れ
ば

ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
よ
う
か
。
『
和
漢
朗
詠
集
』
を
読
む
に
あ
た
り
、

そ
の
漢
詩
句
の
詩
題
が
知
り
た
く
な
っ
た
、
そ
し
て
詩
題
が
全
体
に
わ
た

っ
て
書
き
込
ま
れ
て
い
る
『
千
載
佳
句
』
を
参
照
す
る
、
と
い
う
行
為
は
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意
味
の
な
い
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
そ
の
注
記
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
示
さ
れ
て
こ
そ
意
味

が
あ
る
も
の
で
あ
り

―
「
朗
詠
江
注
」
の
「
千
」
な
ど
が
、
そ
れ
に
相

当
す
る

―
、
『
千
載
佳
句
』
に
示
す
こ
と
に
特
段
の
利
点
は
な
い
。
と

す
る
と
、
『
千
載
佳
句
』
の
句
が
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
す
で
に
採
録
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
示
し
た
と
考
え
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
勅

撰
和
歌
集
に
重
複
し
て
入
集
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
付
さ
れ
た
、
冷
泉

家
時
雨
亭
文
庫
蔵
の
私
家
集
に
認
め
ら
れ
る
集
付
と
類
似
し
た
意
味
を
有

す
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
す

で
に
採
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
必
要
が
あ
る
人
物
と
し
て
は
、
『
新

撰
朗
詠
集
』
の
撰
者
で
あ
る
基
俊
が
第
一
に
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
推
測
を
重

ね
て
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
鵞
峰
の
「
千
載
佳
句
跋
」
に
先
立
っ
て
付
さ

れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
『
千
載
佳
句
』
の
合
点
は
、
注
（
十
）
で
も
述
べ
た

よ
う
に
鎌
倉
時
代
に
書
写
さ
れ
た
歴
博
本
を
さ
か
の
ぼ
る
時
点
に
お
い

て
、
す
で
に
存
在
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、

そ
の
合
点
を
施
し
た
の
は
、
基
俊
で
あ
っ
た
可
能
性
も
皆
無
で
は
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

む
す
び

『
和
漢
朗
詠
集
』
と
『
新
撰
朗
詠
集
』
と
い
う
ふ
た
つ
の
詞
華
集
に
つ

い
て
、
双
方
が
材
料
と
し
て
い
る
『
千
載
佳
句
』
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ

う
に
利
用
し
て
い
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
を
試
み
た
。
公
任
は
『
和

漢
朗
詠
集
』
に
お
い
て
、
漢
詩
句
を
部
類
す
る
部
立
を
、
か
な
ら
ず
し
も

原
詩
に
お
け
る
意
味
と
一
致
さ
せ
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
漢
詩

句
の
部
類
に
対
す
る
方
針
が
、
『
千
載
佳
句
』
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
。

『
和
漢
朗
詠
集
』
は
、
と
き
に
そ
の
古
注
釈
を
伴
い
つ
つ
後
世
ひ
ろ
く

学
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。
後
世
の
人
人
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
部
立
に
引

き
ず
ら
れ
て
、
原
詩
や
『
千
載
佳
句
』
を
規
準
と
し
た
場
合
の
意
味
か
ら

「
意
味
の
ず
れ
」
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
、
お
そ
ら
く
明
確
に
は
認
識
せ

ず
に
、
い
わ
ば
孫
引
き
に
よ
っ
て
漢
詩
句
を
受
容
し
た
。
そ
の
結
果
と
し

て
『
和
漢
朗
詠
集
』
を
離
れ
て
も
、
原
詩
か
ら
ず
れ
た
意
味
の
ま
ま
で
読

ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。『
和
漢
朗
詠
集
』
の
材
料
と
な
っ
た
『
千
載
佳
句
』

で
は
、
原
詩
に
照
ら
し
て
適
当
と
考
え
ら
れ
る
部
立
に
部
類
さ
れ
て
い
る

か
ら
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
お
い
て
は
、
公
任
に
よ
っ
て
原
詩
か
ら
「
ず

ら
さ
れ
た
」
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
和
漢
朗
詠
集
』
お
よ
び
『
新
撰
朗
詠
集
』
の
漢
詩
句
、
と
く
に
中
国

人
の
漢
詩
句
は
、
多
く
は
『
千
載
佳
句
』
を
材
料
と
す
る
蓋
然
性
が
大
き

い
。
そ
の
『
千
載
佳
句
』
か
ら
観
察
す
る
こ
と
で
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
は

出
典
と
し
て
の
『
千
載
佳
句
』
に
漢
詩
句
の
材
料
源
と
し
て
は
拘
束
を
受

け
る
も
の
の
、
そ
の
拘
束
は
漢
詩
句
の
意
味
に
ま
で
及
ぶ
も
の
で
は
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
っ
ぽ
う
で
『
新
撰
朗
詠
集
』
は
、
部
立
な
ど
は

『
和
漢
朗
詠
集
』
を
ほ
ぼ
襲
う
も
の
の
、
『
千
載
佳
句
』
の
利
用
方
法
は

『
和
漢
朗
詠
集
』
と
異
な
る
。
『
新
撰
朗
詠
集
』
は
『
千
載
佳
句
』
の
部

類
を
踏
襲
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
原
詩
を
規
準
と
し
た
意

味
に
適
当
な
部
立
に
漢
詩
句
が
部
類
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
に
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
の
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

［
注
］

（
一
）
『
和
漢
朗
詠
集
』
所
収
の
漢
詩
句
の
出
典
と
し
て
は
、
『
重
撰
典
麗
賦
選
』

（
大
曾
根
章
介
・
堀
内
秀
晃
氏
、
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
和
漢
朗
詠
集
』
の

解
説
）
や
『
唐
詩
類
選
』
（
三
木
雅
博
氏
「
中
国
晩
唐
期
の
唐
代
詩
受
容
と
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平
安
中
期
の
佳
句
選

―
顧
陶
撰
『
唐
詩
類
選
』
と
『
千
載
佳
句
』
『
和
漢

朗
詠
集
』

―
」
『
平
安
朝
漢
文
学
鉤
沈
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
七
年
。
初

出
『
国
語
と
国
文
学
』
第
八
十
二
巻
第
五
号
、
二
〇
〇
五
年
五
月
）
な
ど
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
『
重
撰
典
麗
賦
選
』
に
つ
い
て
は
、
そ
の
撰

者
の
生
存
期
間
が
公
任
と
重
な
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
人
物
の
編
ん
だ
書
物

が
「
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
利
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
、
皆
無
と
は
い
え
な

い
に
し
て
も
、
そ
れ
に
近
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
い
う
よ
う
に
疑
問
が

示
さ
れ
て
い
る
（
三
木
雅
博
氏
「
『
和
漢
朗
詠
集
』
所
引
唐
人
賦
句
雑
考

―
出
処
と
享
受
の
問
題
を
中
心
に

―
」『
和
漢
朗
詠
集
と
そ
の
享
受

増

訂
版
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
〇
年
。
初
出
『
梅
花
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
（
国

語
・
国
文
学
）』
第
二
十
一
号
、
一
九
八
六
年
十
二
月
）。

（
二
）
こ
の
十
首
は
、
す
べ
て
下
巻
に
収
め
ら
れ
る
七
言
二
句
で
あ
る
。
『
和
漢

朗
詠
集
』
・
『
千
載
佳
句
』
の
両
方
に
作
品
の
収
め
ら
れ
る
人
物
の
作
品
に
つ

い
て
、
『
千
載
佳
句
』
未
収
の
七
言
二
句
の
う
ち
、
白
居
易
の
句
は
二
十
七

首
あ
る
（
一
首
の
う
ち
に
七
言
二
句
を
含
む
二
三
三
・
四
六
三
も
七
言
二
句

に
数
え
る
）。
ま
た
、『
和
漢
朗
詠
集
』・
『
千
載
佳
句
』
の
両
方
に
作
品
の
収

め
ら
れ
る
二
十
三
人
（
七
言
二
句
に
限
ら
な
け
れ
ば
、
す
べ
て
百
九
十
二
首
）

の
う
ち
、
七
言
二
句
で
な
い
も
の
は
十
二
首
。
そ
こ
か
ら
白
居
易
の
句
を
除

け
ば
、
残
り
は
〇
首
、
つ
ま
り
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
漢
詩
句
が
採
録
さ
れ
る

作
者
の
う
ち
、
白
居
易
を
除
い
て
、『
千
載
佳
句
』
に
も
句
が
あ
る
人
物
の
、

賦
や
文
章
か
ら
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
は
作
品
が
取
ら
れ
て
い
な
い
。
と
い

う
こ
と
は
、
賦
や
文
章
が
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
採
録
さ
れ
る
人
物
は
、
白
居

易
を
除
く
と
、『
千
載
佳
句
』
に
未
収
の
人
物
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

（
三
）
『
佚
名
唐
詩
集
残
巻

白
氏
長
慶
集
巻
第
廿
二
』
の
解
説
（
『
神
田
喜
一
郎

全
集
』
Ⅲ
、
同
朋
舎
、
一
九
八
四
年
。
初
出
は
貴
重
古
典
籍
刊
行
会
、
一
九

五
八
年
）
。
こ
れ
に
類
似
し
た
資
料
は
、
ほ
か
に
も
知
ら
れ
て
い
る
。
太
田

次
男
氏
「
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
文
集
抄
』
に
つ
い
て

―
附
『
文
集
抄
』

の
翻
印

―
」（
『
旧
鈔
本
を
中
心
と
す
る
白
氏
文
集
本
文
の
研
究
』
中
、
勉

誠
社
、
一
九
九
七
年
。
初
出
『
成
田
山
仏
教
研
究
所
紀
要
』
第
十
三
号
、
一

九
九
〇
年
三
月
）
や
後
藤
昭
雄
氏
「
金
剛
寺
蔵
『
文
集
抄
』
」
（
『
本
朝
漢
詩

文
資
料
論
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
。
初
出
『
白
居
易
研
究
年
報
』
創
刊

号
、
二
〇
〇
〇
年
五
月
）
な
ど
参
照
。

（
四
）
「
晩
蘂
尚
開
紅
躑
躅
、
秋
房
初
結
白
芙
蓉
（
晩
蘂
尚
ほ
開
く
紅
躑
躅
、
秋

房
初
め
て
結
ぶ
白
芙
蓉
）
」（
春
・
躑
躅
・
一
三
七
・
白
居
易
）
に
つ
い
て
は
、

田
中
幹
子
氏
「
『
和
漢
朗
詠
集
』
躑
躅
部
成
立
の
背
景

―
王
朝
の
色
彩
美

―
」
（
『
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
そ
の
受
容
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
。
初

出

鈴
木
淳
氏
・
柏
木
由
夫
氏
編
『
和
歌
解
釈
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
』
笠
間
書
院
、

一
九
九
八
年
）
参
照
。「
盧
橘
子
低
山
雨
重
、

櫚
葉
戦
水
風
涼
（
盧
橘
子
低

み

た

れ
て
山
雨
重
し
、

櫚
葉
戦
ぎ
て
水
風
涼
し
）
」（
夏
・
橘
花
・
一
七
一
・
白

そ
よ

居
易
）
に
つ
い
て
は
田
中
幹
子
氏
「
公
任
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
編
纂
方
法
私

見
」
（
『
京
都
語
文
』
八
号
、
二
〇
〇
一
年
十
月
）
参
照
。
「
一
声
山
鳥
曙
雲

外
、
万
点
水
蛍
秋
草
中
（
一
声
の
山
鳥
は
曙
雲
の
外
、
万
点
の
水
蛍
は
秋
草

の
中
）
」（
夏
・
郭
公
・
一
八
二
・
許
渾
）
に
つ
い
て
は
前
掲
の
奥
村
郁
子
氏

「
『
和
漢
朗
詠
集
』

―
『
郭
公
』
を
め
ぐ
っ
て

―
」
、
「
蒹
葭
水
暗
蛍
知

夜
、
楊
柳
風
高
雁
送
秋
（
蒹
葭
水
暗
う
し
て
蛍
夜
を
知
る
、
楊
柳
風
高
う
し

て
雁
秋
を
送
る
）
」（
夏
・
蛍
・
一
八
七
・
許
渾
）
に
つ
い
て
は
前
掲
の
奥
村

郁
子
氏
「
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
撰
集
意
識
に
つ
い
て

―
『
蛍
』
を
め
ぐ
っ

て

―
」
参
照
。
以
上
の
四
首
に
つ
い
て
も
、
以
下
に
掲
げ
る
例
と
同
様
に
、

句
か
ら
知
ら
れ
る
季
節
に
忠
実
な
の
は
『
千
載
佳
句
』
に
お
け
る
部
類
で
あ

る
。

（
五
）
前
掲
「
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
撰
集
意
識
に
つ
い
て

―
『
蛍
』
を
め
ぐ
っ

て

―
」
、
黄
一
丁
氏
「
『
千
五
百
番
歌
合
』
に
お
け
る
藤
原
良
経
の
判
詞



- 16 -

―
『
寒
蝉
自
本
秋
天
物
』
の
意
図
を
め
ぐ
っ
て

―
」（
『
京
都
大
学
国
文

学
論
叢
』
第
四
十
二
号
、
二
〇
一
九
年
九
月
）
な
ど
参
照
。

（
六
）
前
掲
「
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
撰
集
意
識
に
つ
い
て

―
『
蛍
』
を
め
ぐ
っ

て

―
」
。
ま
た
本
間
洋
一
氏
も
『
千
載
佳
句
』
が
類
書
的
に
利
用
さ
れ
た

可
能
性
を
指
摘
す
る
（
「
『
千
載
佳
句
』
と
王
朝
漢
詩
」
『
秋
桜
』
第
三
号
、

一
九
八
六
年
三
月
）。

と
こ
ろ
で
、
大
渕
貴
之
氏
「
『
芸
文
類
聚
』
本
文
批
判
の
一
指
標

―
一

詩
文
一
部
立
て
の
原
則
に
つ
い
て

―
」（
『
中
国
文
学
論
集
（
九
州
大
学
中

国
文
学
会
）』
第
三
十
九
号
、
二
〇
一
〇
年
十
二
月
）
に
よ
れ
ば
、『
芸
文
類

聚
』
所
収
の
詩
文
作
品
は
、
同
一
の
詩
文
が
複
数
の
部
立
に
収
載
さ
れ
る
こ

と
が
、
そ
の
成
立
の
当
初
に
お
い
て
は
原
則
と
し
て
避
け
ら
れ
て
い
た
と
い

う
。
奥
村
氏
や
本
間
氏
の
い
わ
れ
る
『
千
載
佳
句
』
の
「
類
書
的
」
な
性
格

と
は
、
作
品
を
分
類
す
る
に
あ
た
っ
て
撰
者
で
あ
る
維
時
が
類
書
を
参
考
に

し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
『
千
載
佳
句
』
の
利
用
者
が
同
書
を
結
果
的
に
「
類

書
的
」
に
利
用
し
て
い
た
点
に
注
目
し
て
の
言
及
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以

外
に
、
『
千
載
佳
句
』
で
は
原
則
と
し
て
同
じ
漢
詩
句
の
重
出
は
避
け
ら
れ

て
い
る
点
も
、
維
時
が
見
て
い
た
で
あ
ろ
う
類
書
の
ひ
と
つ
で
あ
る
『
芸
文

類
聚
』
と
は
類
似
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
類
題
和
歌
集
で
あ
る
『
古
今
和
歌

六
帖
』
で
は
、
同
一
の
和
歌
が
複
数
の
題
に
重
複
し
て
収
載
さ
れ
（
久
保
木

哲
夫
氏
「
古
今
和
歌
六
帖
に
お
け
る
重
出
の
問
題
」
『
う
た
と
文
献
学
』
笠

間
書
院
、
二
〇
一
三
年
。
初
出
『
中
古
文
学
』
九
十
巻
、
二
〇
一
二
年
十
一

月
）
、
作
品
が
有
す
る
複
数
の
要
素
（
素
材
）
に
よ
っ
て
、
複
数
の
題
に
収

載
さ
れ
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
て
い
た
と
思
し
い
。
こ
の
点
か
ら
は
、
『
千
載

佳
句
』
は
『
古
今
和
歌
集
』
な
ど
の
よ
う
な
詞
華
集
に
近
い
と
も
い
え
る
か

も
し
れ
な
い
。

（
七
）
以
下
の
伝
本
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
金
原
理
氏
「
肥
前
島
原
松
平
文
庫
本

『
千
載
佳
句
』
に
つ
い
て
」（
『
平
安
朝
漢
詩
文
の
研
究
』
九
州
大
学
出
版
会
、

一
九
八
一
年
。
初
出
『
語
文
研
究
』
第
十
七
号
、
一
九
六
四
年
三
月
）
、
後

藤
昭
雄
氏
『
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
貴
重
典
籍
叢
書
、
文
学
篇
第
二
十
一

巻
）
漢
詩
文
』
の
解
題
（
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
、
同
氏
「
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
本
『
千
載
佳
句
』
に
つ
い
て
」（
注
（
三
）
前
掲
後
藤
氏
著
書
。

初
出
『
日
本
漢
文
学
研
究
』
創
刊
号
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）
に
よ
る
。
松
平

文
庫
本
は
松
平
文
庫
影
印
叢
書
に
、
内
閣
文
庫
蔵
甲
本
お
よ
び
内
閣
文
庫
蔵

乙
本
は
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
電
子
画

像
に
よ
る
。

歴
博
本
の
伝
来
に
つ
い
て
補
説
し
て
お
く
。
後
述
す
る
林
鵞
峰
「
千
載
佳

句
跋
」
の
冒
頭
に
は
、「
今
茲
之
春
、
洛
書
估
、
齎
一
冊
来
、
其
標
題
曰
『
千

載
佳
句
』
、
伝
称
乾
元
帝
宸
筆
也
（
今
茲
の
春
、
洛
の
書
估
、
一
冊
を
齎
し

来
た
り
。
其
の
標
題
に
曰
く
『
千
載
佳
句
』
と
。
乾
元
帝
の
宸
筆
な
り
と
伝

へ
称
す
）
」
と
あ
る
。
こ
の
跋
文
は
、
末
尾
に
「
甲
辰
孟
夏
四
日
」
と
あ
る

と
こ
ろ
か
ら
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
四
月
に
書
か
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
の
少
し
前
、
鵞
峰
の
も
と
に
京
都
の
書
肆
が
「
乾
元
帝
」
す
な
わ
ち
後
二

条
天
皇
の
宸
筆
と
い
う
伝
承
が
あ
る
『
千
載
佳
句
』
を
持
参
し
た
と
い
う
。

『
国
史
館
日
録
』
寛
文
四
年
十
一
月
四
日
条
で
は
「
藤
勿
斎
使
者
来
、
示

『
千
載
佳
句
』
一
部
曰
、
是
後
二
条
帝
之
宸
翰
也
云
、
抑
是
求
之
否
、
余
答

曰
、
此
書
不
見
『
日
本
書
目
』
、
然
見
其
跋
則
大
江
惟
時
所
集
之
唐
人
句
也
、

（
維
）

余
今
春
借
姫
路
拾
遺
本
而
写
之
、
其
元
本
則
今
所
示
之
宸
翰
本
也
、
未
知
宸

翰
真
偽
（
藤
勿
斎
の
使
者
来
た
り
。
『
千
載
佳
句
』
一
部
を
示
し
て
曰
く
、

是
れ
後
二
条
帝
の
宸
翰
な
り
と
云
ふ
、
抑
も
是
れ
之
を
求
む
べ
き
や
否
や
、

と
。
余
答
へ
て
曰
く
、
此
書
は
『
日
本
書
目
』
に
見
え
ず
。
然
れ
ど
も
其
の

跋
を
見
れ
ば
則
ち
大
江
惟
時
集
む
る
所
の
唐
人
の
句
な
り
。
余
は
今
春
姫
路

（
維
）

拾
遺
の
本
を
借
り
て
之
を
写
す
。
其
の
元
本
は
則
ち
今
示
す
所
の
宸
翰
本
な
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り
。
未
だ
宸
翰
た
る
や
い
な
や
の
真
偽
は
知
ら
ず
、
と
）
」
と
あ
り
、
後
二

条
天
皇
の
宸
筆
と
い
う
伝
承
が
あ
る
『
千
載
佳
句
』
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細

に
記
さ
れ
て
い
る
。「
藤
勿
齋
」
と
は
石
見
吉
永
藩
主
の
加
藤
明
友
の
こ
と
。

「
姫
路
拾
遺
」
と
は
播
磨
姫
路
藩
主
の
榊
原
忠
次
の
こ
と
。
こ
の
記
事
の
末

尾
に
は
「
此
書
始
末
、
家
本
跋
詳
記
之
（
此
の
書
の
始
末
、
家
の
本
の
跋
に

詳
し
く
之
を
記
す
）」
と
あ
る
。

さ
ら
に
、
『
続
本
朝
通
鑑
』
徳
治
三
年
（
一
三
〇
八
）
八
月
条
に
お
い
て

も
、
該
本
の
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
後
二
条
天
皇
が
崩
じ
た
こ
と
を

述
べ
た
後
に
、
「
天
皇
嗜
倭
歌
好
翰
墨
、
御
製
多
載
于
撰
集
、
常
御
覧
江
維

時
『
千
載
佳
句
』
、
染
宸
筆
写
之
、
其
餘
奎
章
亦
伝
于
世
（
天
皇
倭
歌
を
嗜

み
翰
墨
を
好
む
。
御
製
は
多
く
撰
集
に
載
せ
た
り
。
常
に
江
維
時
の
『
千
載

佳
句
』
を
御
覧
ず
。
宸
筆
を
染
め
て
之
を
写
す
。
其
餘
に
も
奎
章
も
亦
た
世

に
伝
は
れ
り
）
」
と
あ
る
。
こ
の
記
事
か
ら
は
、
鵞
峰
は
後
二
条
天
皇
の
宸

筆
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経
た
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
十
五
年
後
の
延
宝
七

年
（
一
六
七
九
）
、
当
該
の
『
千
載
佳
句
』
は
、
前
田
綱
紀
の
購
入
す
る
と

こ
ろ
と
な
っ
た
。
近
藤
磐
雄
『
加
賀
松
雲
公
』
中
巻
（
一
九
〇
八
年
）
所
引

「
奥
小
将
図
書
日
記
」
延
宝
七
年
七
月
十
八
日
条
に
は
、
「
朗
詠

二
巻

為

家
筆

代
金
拾
枚
」
、
「
千
載
佳
句

後
二
条
院
宸
筆

代
金
拾
五
枚
」
、
「
馬
之

絵

子
昂
筆

代
金
五
枚
」
な
ど
が
掲
出
さ
れ
、
末
尾
に
「
右
表
御
納
戸
奉
行

よ
り
備
高
覧
候
処
千
載
佳
句
之
外
御
用
に
無
之
由
に
て
即
時
被
返
下
之
」
と

あ
る
。
中
山
忠
敬
氏
旧
蔵
の
歴
博
本
は
、
右
の
よ
う
に
断
片
的
に
で
は
あ
る

が
、
伝
来
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
（
な
お
、
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵

「
珍
書
等
志
」
な
ど
の
活
用
も
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
今
後
の
課
題
。
）

と
こ
ろ
で
、
院
政
期
に
は
『
久
安
百
首
』
に
「
せ
ん
さ
い
か
く
」
を
詠
み

込
む
「
人
な
み
に
も
も
う
た
よ
む
と
い
か
に
せ
ん
さ
い
か
く
も
な
き
わ
が
身

と
思
へ
ば
」
（
物
名
・
五
九
八
・
藤
原
隆
季
）
と
い
う
和
歌
が
詠
ま
れ
て
い

る
。
ま
た
、
鎌
倉
時
代
の
成
立
と
さ
れ
る
『
年
中
行
事
秘
抄
』
や
『
教
訓
抄
』

に
『
千
載
佳
句
』
を
出
典
と
す
る
こ
と
を
明
記
し
た
う
え
で
漢
詩
句
が
引
用

さ
れ
る
な
ど
、
『
千
載
佳
句
』
が
利
用
さ
れ
て
い
た
痕
跡
は
窺
え
る
が
、
目

録
類
か
ら
は
『
千
載
佳
句
』
が
広
く
流
布
し
て
い
た
さ
ま
は
窺
え
な
い
。
日

本
書
目
大
成
に
所
収
の
目
録
で
は
、
『
通
憲
入
道
蔵
書
目
録
』
に
「
一
帖
、

千
載
佳
句
下
」
、
藤
貞
幹
『
本
朝
書
目
』
に
「
千
載
佳
句
一
帖
」
と
見
え
る

の
み
で
、
ほ
か
に
は
見
い
だ
せ
な
い
。
な
お
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
、

柴
野
栗
山
・
屋
代
弘
賢
ら
の
調
査
に
よ
る
目
録
『
寺
社
宝
物
展
閲
目
録
』
か

ら
は
、
高
山
寺
に
「
千
載
佳
句
一
巻
」
が
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

『
慊
堂
日
暦
』
天
保
七
年
（
一
八
三
七
）
七
月
晦
日
条
に
は
「
栂
尾
山
聖
教

日
録
略
抄
」
を
引
用
、
「
千
載
佳
句
一
巻
」
と
あ
る
。
同
一
の
本
を
指
す
の

で
あ
ろ
う
。

金
子
彦
次
郎
氏
『
平
安
朝
文
学
と
白
氏
文
集
』（
培
風
館
、
一
九
四
三
年
）

に
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
『
千
載
佳
句
』
は
市
川
寛
斎
『
全
唐
詩
逸
』
の

主
要
な
材
料
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
『
全
唐
詩
逸
』
上
冊
・
徳
宗
皇
帝
の
項
に

は
、
「
玉
殿
笙
歌
宜
此
夜
、
更
看
明
月
照
高
楼
（
玉
殿
の
笙
歌
は
此
夜
に
宜

し
、
更
に
明
月
の
高
楼
を
照
ら
す
を
看
る
）」
を
載
せ
る
。『
全
唐
詩
逸
』
の

「
見
大
江
維
時
『
千
載
佳
句
』（
大
江
維
時
『
千
載
佳
句
』
に
見
え
た
り
）」

と
い
う
注
か
ら
、
こ
の
句
の
出
典
が
『
千
載
佳
句
』
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
さ
ら
に
続
け
て
「
○
家
蔵
千
載
佳
句
、
二
百
年
前
謄
本
、
誤
謬
脱
落
甚

多
、
而
無
他
本
可
比
校
、
今
所
分
注
且
存
其
疑
、
後
効
此
（
○
家
蔵
の
千
載

佳
句
は
、
二
百
年
前
の
謄
本
な
り
。
誤
謬
脱
落
甚
だ
多
し
。
而
れ
ど
も
比
校

す
べ
き
他
本
無
し
。
今
分
注
す
る
所
に
し
て
且
く
其
の
疑
を
存
す
。
後
此

に
効
へ
）
」
と
あ
り
、
本
文
に
不
安
が
あ
る
場
合
で
も
他
本
が
知
ら
れ
な
い

な
ら

た
め
校
合
で
き
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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（
八
）
「
朗
詠
江
注
」
（
以
下
、
貞
和
本
を
用
い
る
）
と
『
千
載
佳
句
』
の
詩
題
注

記
が
完
全
に
一
致
す
る
の
は
、
約
五
十
首
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
和

漢
朗
詠
集
』
と
『
千
載
佳
句
』
と
に
重
複
す
る
漢
詩
句
全
体
の
三
分
の
一
ほ

ど
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、「
朗
詠
江
注
」
で
は
、『
千
載
佳
句
』
に
句
が
あ
る

も
の
の
「
千
」
の
注
記
が
な
さ
れ
て
い
な
い
句
が
十
九
例
、
『
千
載
佳
句
』

に
句
が
な
い
も
の
の
「
千
」
の
注
記
が
な
さ
れ
て
い
る
句
が
五
例
あ
る
。

（
九
）
佐
藤
道
生
氏
蔵
本
は
、
『
三
河
鳳
来
寺
旧
蔵
暦
応
二
年
書
写

和
漢
朗
詠
集

影
印
と
研
究
』
影
印
篇
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
に
よ
る
。
な
お
、

正
安
本
の
よ
う
に
、
詩
題
注
記
を
欠
く
伝
本
も
あ
る
。
こ
の
箇
所
は
、
後
述

す
る
多
賀
切
も
残
存
す
る
が
、
詩
題
注
記
は
な
い
。

（
十
）
歴
博
本
に
お
け
る
合
点
の
朱
墨
は
、
歴
博
本
の
全
体
に
わ
た
っ
て
付
さ
れ

て
い
る
乎
古
止
点
（
注
（
七
）
前
掲
金
原
氏
論
文
に
お
い
て
、
平
安
時
代
の

「
古
点
本
的
特
色
」
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
の
墨
色
と

同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
行
間
に
「
イ
本
」
の
句
と
し
て
書
き
入
れ
ら
れ
た
句

（
早
春
の
末
尾
「
悵
望
慈
恩
三
月
尽
、
紫
藤
花
落
鳥
関
々
」
な
ど
。
特
徴
的

な
サ
ン
ズ
イ
の
書
き
ぶ
り
や
共
通
す
る
文
字
の
造
形
な
ど
か
ら
、
本
文
と
同

筆
と
見
て
よ
い
）
に
も
、
合
点
お
よ
び
乎
古
止
点
は
付
さ
れ
て
い
る
。
歴
博

本
が
書
写
さ
れ
て
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
時
点
で
合
点
・
乎
古

止
点
が
付
さ
れ
た
可
能
性
を
排
除
し
き
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
歴
博

本
の
こ
れ
ら
の
点
は
、
「
イ
本
」
の
そ
れ
を
踏
襲
す
る
も
の
と
考
え
て
良
い

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
「
イ
本
」
は
、
奥
書
に
見
え
る
「
正
安
第
二
年
大
呂

十
一
日
以
前
、
式
部
少
輔
藤
原
春
範
本
、
校
合
之
」
と
い
う
記
述
か
ら
藤
原

春
範
本
と
推
測
さ
れ
る
。
少
な
く
と
も
正
安
二
年
（
一
三
〇
〇
）
十
二
月
よ

り
も
前
の
段
階
で
、
す
で
に
合
点
が
存
し
て
い
た
可
能
性
は
小
さ
く
な
い
。

合
点
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
章
末
尾
で
も
再
説
す
る
。
『
千
載
佳
句
』
の

「
異
本
」
に
つ
い
て
は
、
劉
瑩
氏
「
『
千
載
佳
句
』
に
お
け
る
本
文
異
同
に

つ
い
て

―
異
本
の
存
在

―
」
（
『
国
語
国
文
』
第
九
十
巻
第
二
号
、
二
〇

二
一
年
二
月
）
参
照
。

（
十
一
）
今
井
昌
子
氏
「
『
多
賀
切
』
か
ら
『
新
撰
朗
詠
集
』
へ

―
詩
題
注
記

と
『
付
』
項
目
を
手
掛
り
に

―
」
（
『
百
舌
鳥
国
文
』
第
六
号
、
一
九
八
六

年
十
月
）
、
田
中
幹
子
氏
「
基
俊
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
学
習
に
つ
い
て

―

『
多
賀
切
』
詩
題
注
か
ら
の
考
察

―
」
（
注
（
四
）
前
掲
田
中
氏
著
書
。

初
出
『
中
古
文
学
』
六
十
六
号
、
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
）
。
田
中
氏
「
藤
原

基
俊
書
写
『
和
漢
朗
詠
集
』『
多
賀
切
』
詩
題
注
と
結
題
」（
片
桐
洋
一
氏
編

『
王
朝
文
学
の
本
質
と
変
容
』
韻
文
編
、
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
も
参

照
。
な
お
、
匡
房
と
基
俊
と
は
師
弟
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
、
佐
藤
道
生
氏

が
指
摘
し
て
い
る
（
「
大
江
匡
房
と
藤
原
基
俊
」『
説
話
文
学
研
究
』
五
十
五

号
、
二
〇
二
〇
年
九
月
。
同
氏
「
大
江
匡
房
の
著
作
と
『
新
撰
朗
詠
集
』
」〈
『
芸

文
研
究
』
百
十
七
号
、
二
〇
一
九
年
十
二
月
〉
を
も
参
照
）。

（
十
二
）
太
田
晶
二
郎
氏
「
『
四
部
ノ
読
書
』
考
」
（
『
太
田
晶
二
郎
著
作
集
』
第

一
冊
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
。
初
出
『
歴
史
教
育
』
第
七
巻
第
七
号
、

一
九
五
九
年
七
月
）
。『
和
漢
朗
詠
集
』
が
幼
学
書
に
加
え
ら
れ
る
の
は
、『
千

字
文
』
・
『
李
嶠
百
詠
』・
『
蒙
求
』
よ
り
も
遅
く
、
佐
藤
道
生
氏
が
詳
し
く
論

じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
平
安
時
代
末
期
で
あ
る
（
「
宮
廷
文
学
と
教
育
」

注
（
九
）
前
掲
佐
藤
氏
著
書
。
初
出

平
安
文
学
と
隣
接
諸
学

『
王
朝
文

5

学
と
東
ア
ジ
ア
の
宮
廷
文
学
』
竹
林
舎
、
二
〇
〇
八
年
）。

［
参
考
資
料
一
］

凡
例

・
次
の
一
覧
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
『
千
載
佳
句
』
と
に
共
通
す
る
漢
詩
句

に
つ
い
て
、
「
『
千
載
佳
句
』
の
部
立
（
そ
の
部
立
を
構
成
す
る
漢
詩
句
の
総

数
）
―
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
番
号
（
部
立
）
」
と
い
う
よ
う
に
示
し
た
も
の
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で
あ
る
。

・
各
部
立
の
冒
頭
に
「
四
時
部
」
な
ど
と
し
た
の
は
、
以
下
の
部
立
を
収
録
す

る
部
の
名
称
で
あ
り
、
（

）
に
入
れ
て
示
し
た
数
字
は
、
そ
の
部
に
収
め
ら

れ
る
部
立
の
総
数
で
あ
る
。

・
各
項
目
の
な
か
で
は
、『
千
載
佳
句
』
の
配
列
順
に
沿
っ
て
示
し
た
。

・
『
千
載
佳
句
』
で
重
出
す
る
漢
詩
句
に
つ
い
て
も
、
略
さ
ず
に
示
し
た
。
よ

っ
て
合
計
が
百
四
十
八
に
は
な
ら
な
い
。

四
時
部
（
二
十
四
）

・
立
春
（
二
）
―

（
立
春
）・

（
立
春
）

4

5

・
早
春
（
二
十
八
）
―

（
鶯
）・

（
梅
付
紅
梅
）・

（
早
春
）・

（
早
春
）

65

96

9

10

・

（
氷
付
春
氷
）・

（
梅
付
紅
梅
）

387

88

・
春
興
（
四
十
七
）
―

（
草
）
・

（
水
付
漁
父
）
・

（
柳
）・

（
草
）
・

436

511

104

435

20

（
春
興
）・

（
田
家
）・

（
柳
）・

（
花
付
落
花
）・

（
霞
）・

（
鶯
）

565

102

114

75

66

・

（
雨
）・

（
春
興
）

81

19

・
春
暁
（
三
）
―

（
霧
）

341

・
春
夜
（
八
）
―

（
春
夜
）・

（
風
）

27

397

・
暮
春
（
二
十
）
―

（
暮
春
）

45

・
送
春
（
九
）
―

（
三
月
尽
）・

（
三
月
尽
）・

（
藤
）

51

52

133

・
首
夏
（
七
）
―

（
首
夏
）・

（
更
衣
）

147

144

・
夏
興
（
五
）
―

（
晩
夏
）・

（
蟬
）

168

193

・
夏
夜
（
一
）
―

（
夏
夜
）

150

・
避
暑
（
五
）
―

（
納
涼
）

161

・
納
涼
（
二
）
―

（
納
涼
）

159

・
晩
夏
（
四
）
―

（
蛍
）・

（
納
涼
）

186

160

・
立
秋
（
一
）
―

（
立
秋
）

204

・
早
秋
（
十
七
）
―

（
秋
晩
）
・

（
早
秋
）
・

（
躑
躅
）
・

（
早
秋
）
・

230

208

137

209

521

（
禁
中
）・

（
郭
公
）・

（
蟬
）

182

194

・
秋
興
（
二
十
四
）
―

（
紅
葉
付
落
葉
）・

（
秋
興
）・

（
蓮
）・

（
蛍
）

308

222

175

187

・

（
雁
付
帰
雁
）・

（
秋
興
）・

（
花
橘
）・

（
雁
付
帰
雁
）

319

223

171

318

・
秋
夜
（
十
一
）
―

（
秋
夜
）・

（
擣
衣
）・

（
八
月
十
五
夜
付
月
）

234

346

253

・
暮
秋
（
十
六
）
―

（
露
）
・

（
紅
葉
付
落
葉
）
・

（
紅
葉
付
落
葉
）
・

338

309

301

328

（
虫
）・

（
霜
）

368

・
初
冬
（
三
）
―

（
紅
葉
付
落
葉
）

302

・
冬
興
（
七
）
―

（
霜
）

367

・
冬
夜
（
二
）
―

（
歳
暮
）・

（
炉
火
）

359

362

時
節
部
（
六
）

・
七
夕
（
二
）
―

（
七
夕
）

212

・
八
月
十
五
夜
（
四
）
―

（
八
月
十
五
夜
付
月
）
・

（
八
月
十
五
夜
付
月
）

242

243

・
重
陽
（
四
）
―

（
九
日
付
菊
）

261

天
象
部
（
十
五
）

・
月
（
十
一
）
―

（
禁
中
）

522

・
風
月
（
八
）
―

（
夏
夜
）

151

・
雨
夜
（
一
）
―

（
秋
夜
）

233

・
晴
霽
（
三
）
―

（
晴
）

410

・
雪
（
十
三
）
―

（
雪
）・

（
雪
）

375

376

・
雪
夜
（
一
）
―

（
冬
夜
）

356

・
暁
（
五
）
―

（
暁
）

419

地
理
部
（
五
）

・
山
水
（
二
十
三
）
―

（
山
）

491

・
山
中
（
九
）
―

（
鹿
）

334

・
春
水
（
一
）
―

（
三
月
三
日
付
桃
）

38

人
事
部
（
五
十
五
）
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・
丞
相
（
一
）
―

（
丞
相
付
執
政
）

676

・
尚
書
（
一
）
―

（
刺
史
）

690

・
将
軍
（
六
）
―

（
将
軍
）・

（
将
軍
）

681

682

・
刺
史
（
四
）
―

（
刺
史
）

689

・
才
士
（
六
）
―

（
文
詞
付
遺
文
）

472

・
文
藻
（
六
）
―

（
文
詞
付
遺
文
）

473

・
及
第
（
四
）
―

（
慶
賀
）・

（
慶
賀
）

766

767

・
朋
友
（
八
）
―

（
慶
賀
）

765

・
文
友
（
四
）
―

（
交
友
）

734

・
憶
友
（
五
）
―

（
交
友
）

733

・
遇
友
（
二
）
―

（
交
友
）

735

・
美
女
（
五
）
―

（
妓
女
）

708

・
艶
情
（
三
）
―

（
遊
女
）

718

・
閑
居
（
十
二
）
―

（
閑
居
）

616

・
閑
適
（
十
二
）
―

（
帝
王
付
法
皇
）

656

・
感
歎
（
十
）
―

（
懐
旧
）・

（
述
懐
）

342

753

・
懐
旧
（
三
）
―

（
懐
旧
）

743

・
老
人
（
四
）
―

（
老
人
）

724

・
老
病
（
三
）
―

（
老
人
）

723

宮
省
部
（
四
）

・
禁
中
（
十
二
）
―

（
帝
王
付
法
皇
）・

（
禁
中
）

657

521

居
所
部
（
十
八
）

・
隣
家
（
一
）
―

（
隣
家
）

572

・
旧
宅
（
二
）
―

（
故
宮
付
故
宅
）

531

・
泛
舟
（
五
）
―

（
山
水
）

503

草
木
部
（
三
十
七
）

・
梅
柳
（
一
）
―

（
梅
付
紅
梅
）

87

・
竹
（
五
）
―

（
竹
）・

（
竹
）

430

431

・
蓮
（
四
）
―

（
蓮
）・

（
蓮
）

176

177

・
菊
（
二
）
―

（
九
日
付
菊
）・

（
九
日
付
菊
）

267

266

・
蘭
菊
（
一
）
―

（
蘭
）

286

・
雑
花
（
九
）
―

（
花
付
落
花
）・

（
閏
三
月
）

115

59

禽
獣
部
（
四
）

・
鶴
（
三
）
―

（
鶴
）

447

・
鷹
馬
（
一
）
―

（
述
懐
）

754

宴
喜
部
（
四
十
）

・
春
宴
（
七
）
―

（
春
興
）

18

・
庚
申
（
一
）
―

（
庚
申
）

650

・
笛
（
二
）
―

（
管
絃
付
舞
妓
）

465

・
詩
酒
（
十
六
）
―

（
秋
興
）・

（
酒
）

221

482

・
酔
（
七
）
―

（
述
懐
）・

（
酒
）

755

484

遊
放
部
（
十
五
）

・
春
遊
（
十
一
）
―

（
鶯
）・

（
花
付
落
花
）・

（
僧
）

67

127

605

・
眺
望
（
十
八
）
―

（
眺
望
）・

（
山
水
）・

（
松
）

624

501

422

別
離
部
（
十
三
）

・
送
別
（
十
六
）
―

（
八
月
十
五
夜
付
月
）・

（
行
旅
）

254

641

・
餞
別
（
五
）
―

（
餞
別
）

631

・
行
旅
（
十
一
）
―

（
猿
）・

（
山
水
）

455

502

・
水
行
（
十
）
―

（
水
付
漁
父
）・

（
猿
）・

（
水
付
漁
父
）

512

456

513

隠
逸
部
（
九
）

・
隠
士
（
七
）
―

（
仙
家
付
道
士
隠
倫
）

542

・
山
居
（
十
八
）
―

（
山
）・

（
山
家
）・

（
鶴
）

492

554

445
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・
幽
居
（
十
四
）
―

（
雲
）・

（
松
）・

（
閑
居
）・

（
鶴
）

405

421

617

446

釈
氏
部
（
七
）

・
寺
（
十
七
）
―

（
山
寺
）

579

仙
道
部
（
五
）

・
仙
境
（
四
）
―

（
仙
家
付
道
士
隠
倫
）

540

［
参
考
資
料
二
］

凡
例

・
次
の
一
覧
は
、
『
新
撰
朗
詠
集
』
と
『
千
載
佳
句
』
と
に
共
通
す
る
漢
詩
句

に
つ
い
て
、「
『
千
載
佳
句
』
の
部
立
（
そ
の
部
立
を
構
成
す
る
漢
詩
句
の
総

数
）
―
『
新
撰
朗
詠
集
』
の
番
号
（
部
立
）
」
と
い
う
よ
う
に
示
し
た
も
の

で
あ
る
。

・
そ
の
ほ
か
の
凡
例
は
［
参
考
資
料
一
］
に
準
じ
る
。

四
時
部
（
二
十
四
）

・
早
春
（
二
十
八
）
―

（
早
春
）

6

・
春
興
（
四
十
七
）
―

（
春
興
）・

（
春
興
）・

（
春
興
）

14

15

16

・
春
夜
（
八
）
―

（
春
夜
）

23

・
暮
春
（
二
十
）
―

（
暮
春
）

41

・
送
春
（
九
）
―

（
三
月
尽
）・

（
三
月
尽
）

45

46

・
首
夏
（
七
）
―

（
首
夏
）・

（
首
夏
）

138

135

・
避
暑
（
五
）
―

（
避
暑
）・

（
避
暑
）

150

151

・
早
秋
（
十
七
）
―

（
虫
）

308

・
秋
興
（
二
四
）
―

（
秋
興
）・

（
雁
付
帰
雁
）

203

300

・
秋
夜
（
十
一
）
―

（
秋
晩
）

211

・
暮
秋
（
十
六
）
―

（
雁
付
帰
雁
）・

（
雁
付
帰
雁
）

299

301

・
初
冬
（
三
）
―

（
初
冬
）

332

・
冬
興
（
七
）
―

（
炉
火
）・

（
初
冬
）

342

333

・
冬
夜
（
二
）
―

（
炉
火
）

343

・
歳
暮
（
五
）
―

（
歳
暮
）

339

時
節
部
（
六
）

・
八
月
十
五
夜
（
四
）
―

（
十
五
夜
付
月
）

222

・
重
陽
（
四
）
―

（
九
日
）

246

天
象
部
（
十
五
）

・
雨
（
四
）
―

（
雨
）・

（
猿
）

72

422

・
晴
霽
（
三
）
―

（
晴
）

382

・
雪
（
十
三
）
―

（
雪
）

351

・
暁
（
五
）
―

（
暁
）

389

地
理
部
（
五
）

・
山
水
（
二
十
三
）
―

（
山
水
）・

（
山
付
山
水
）

458

451

人
事
部
（
五
十
五
）

・
刺
史
（
四
）
―

（
刺
史
）

643

・
文
藻
（
六
）
―

（
文
詞
）

434

・
慶
賀
（
七
）
―

（
慶
賀
）・

（
慶
賀
）・

（
慶
賀
）

719

717

718

・
美
女
（
五
）
―

（
妓
女
）

662

・
王
昭
君
（
一
）
―

（
王
昭
君
）

653

・
閑
居
（
十
二
）
―

（
閑
居
）・

（
閑
居
）

575

576

・
感
興
（
十
二
）
―

（
述
懐
）・

（
述
懐
）

704

703

・
懐
旧
（
三
）
―

（
懐
旧
）

693

・
老
（
十
二
）
―

（
老
人
）・

（
老
人
）・

（
老
人
）

675

678

676

宮
省
部
（
四
）

・
禁
中
（
十
二
）
―

（
禁
中
）・

（
禁
中
）

478

480

草
木
部
（
三
十
七
）
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・
梅
（
三
）
―

（
梅
付
紅
梅
）

79

・
柳
（
四
）
―

（
柳
）・

（
柳
）

94

95

・
山
石
榴
（
一
）
―

（
躑
躅
）

123

・
松
竹
（
四
）
―

（
松
）・

（
松
）

395

394

・
竹
（
五
）
―

（
竹
）

403

・
藤
（
二
）
―

（
藤
）

130

宴
喜
部
（
四
十
）

・
琴
（
八
）
―

（
管
絃
）

427

・
琴
酒
（
五
）
―

（
山
家
）

516

・
簫
（
二
）
―

（
管
絃
）

428

・
酒
（
十
二
）
―

（
酒
）

442

・
飲
宴
（
一
）
―

（
酒
）

441

遊
放
部
（
十
五
）

・
眺
望
（
十
八
）
―

（
眺
望
）

583

別
離
部
（
十
三
）

・
送
別
（
十
六
）
―

（
草
）

407

・
餞
別
（
五
）
―

（
餞
別
）

593

・
行
旅
（
十
一
）
―

（
行
旅
）・

（
行
旅
）

604

605

・
旅
情
（
八
）
―

（
猿
）・

（
行
旅
）

421

603

隠
逸
部
（
九
）

・
隠
士
（
七
）
―

（
隠
倫
）

509

・
山
居
（
十
八
）
―

（
山
居
）・

（
山
居
）・

（
雲
）

514

515

377

釈
氏
部
（
七
）

・
寺
（
十
七
）
―

（
山
寺
）・

（
山
寺
）

538

539

・
老
僧
（
一
）
―

（
僧
）

564

・
贈
僧
（
十
三
）
―

（
僧
）・

（
僧
）

565

566

仙
道
部
（
五
）

・
道
士
（
三
）
―

（
仙
家
付
道
士
）

499

・
道
観
（
三
）
―

（
仙
家
付
道
士
）・

（
仙
家
付
道
士
）

500

501

［
付
記
一
］

小
論
の
引
用
は
、
以
下
の
文
献
を
底
本
に
用
い
る
。
す
で
に
明
記
し
た
も
の
は

再
掲
し
な
い
。
な
お
、
字
体
は
通
行
の
も
の
に
改
め
、
表
記
・
訓
読
は
改
変
し
た

と
こ
ろ
が
あ
る
。
仮
名
遣
い
は
底
本
の
ま
ま
。
清
濁
お
よ
び
句
読
点
・
記
号
は
私

意
。

・
『
和
漢
朗
詠
集
』
…
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
。
必
要
に
応
じ
て
古
写
本
を
参
照
す

る
。

・
『
千
載
佳
句
』
…
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
貴
重
典
籍
叢
書
。
落
丁
部
分
に
つ

い
て
は
小
松
茂
美
氏
編
『
古
筆
学
大
成
』
第
二
十
五
巻
所
収
「
千
載
佳
句
切
」

に
よ
り
、
さ
ら
に
不
足
す
る
部
分
は
松
平
文
庫
蔵
本
に
よ
る
。

・
『
白
氏
文
集
』
…
平
岡
武
夫
氏
編
『
白
氏
文
集
歌
詩
索
引
』
同
朋
舎
、
一
九
八

九
年
。

・
『
鵞
峰
先
生
林
学
士
全
集
』
…
近
世
儒
家
文
集
集
成
。

・
『
国
史
館
日
録
』
…
史
料
纂
集
。

・
『
続
本
朝
通
鑑
』
…
『
本
朝
通
鑑
』
第
十
一
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
九
年
。

・
『
久
安
百
首
』
…
新
編
国
歌
大
観
。

・
『
通
憲
入
道
蔵
書
目
録
』・
『
本
朝
書
目
』
…
日
本
書
目
大
成
。

・
『
寺
社
宝
物
展
閲
目
録
』
…
続
々
群
書
類
従
。

・
『
慊
堂
日
暦
』
…
東
洋
文
庫
。

・
『
全
唐
詩
逸
』
…
京
都
大
学
文
学
部
中
国
語
学
中
国
文
学
研
究
室
蔵
本
。

・
『
元
氏
長
慶
集
』
…
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
『
元
稹
集
』。

・
『
新
撰
朗
詠
集
』
…
和
歌
文
学
大
系
。
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・
「
朗
詠
江
注
」
…
和
漢
朗
詠
集
古
注
釈
集
成
。

［
付
記
二
］

小
論
を
な
す
に
あ
た
り
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
お
よ
び
前
田
育
徳
会
尊
経
閣

文
庫
か
ら
高
配
を
賜
っ
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。

小
論
は
科
学
研
究
費
助
成
事
業
・
特
別
研
究
員
奨
励
費
「
和
漢
朗
詠
集
の
研
究
」

（
課
題
番
号
二
一

一
〇
〇
九
四
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

J

（
み
や
た
け

ま
も
る
・
本
学
非
常
勤
講
師
）


